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畜産の新たな歴史に名を刻む

子どもと女性を狙う犯罪が
増えています

あなたが狙われているかもしれません

◎第10回全国和牛能力共進会／第６区高等登録群優等賞１席農林水産大臣賞受賞
◎2012年鹿児島県ホルスタイン共進会／第６部経産牛農林水産大臣賞受賞



第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
（
以
下
、

全
共
）
が
10
月
25
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
長

崎
県
佐
世
保
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鹿

児
島
県
代
表
と
し
て
出
品
し
た
、
福
山
町

の
久
米
村
一
盛
さ
ん
（
73
）
と
反た

ん

田だ

悟
さ
ん

（
50
）
の
牛
が
、
最
高
位
の
優
等
賞
１
席
を

獲
得
し
日
本
一
に
輝
き
ま
し
た
。

「
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」は
５
年
に
１
度
、

開
催
さ
れ
、
別
名
「
和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
38
道
府
県
で
予
選

を
勝
ち
抜
い
た
４
８
０
頭
が
一
堂
に
集
結
し
、

日
本
一
を
競
い
ま
す
。

出
品
部
門
は
体
型
や
資
質
な
ど
の
改
良
成

果
を
競
う
「
種
牛
の
部
」
と
、
枝
肉
の
肉
質

を
競
う
「
肉
牛
の
部
」
の
２
部
門
に
分
か
れ
、

性
別
や
年
齢
別
な
ど
に
よ
り
、
全
部
で
９
つ

の
部
門
で
審
査
さ
れ
ま
す
。
審
査
結
果
が
各

道
府
県
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
を
左
右
す
る
た
め
、

和
牛
関
係
者
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
威
信
を

か
け
た
大
会
で
す
。

久
米
村
さ
ん
と
反
田
さ
ん
が
出
品
し
た
第

６
区（
種
牛
の
部
）の
※

高
等
登
録
群
は
、
母
・

娘
・
孫
娘
の
３
代
に
わ
た
る
改
良
の
成
果
を

競
い
ま
す
。
今
回
は
全
部
で
17
組
51
頭
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
会
場
で
は
審
査
が
進
む
中
、
久
米
村

さ
ん
の
「
ふ
じ
え
号（
母
：
９
歳
）」「
ふ
じ
え

の
２
号（
娘
：
５
歳
）」
と
反
田
さ
ん
の「
さ
く

ら
号（
孫
娘
：
３
歳
）」の
組
と
、
他
県
の
牛
４

組
が
最
後
ま
で
勝
ち
残
り
ま
し
た
。
甲
乙
つ

け
が
た
い
状
況
の
中
で
、
審
査
員
も
迷
い
に

迷
っ
た
結
果
、
霧
島
市
の
牛
３
頭
が
優
等
賞

１
席
に
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
瞬
間
、
会
場

か
ら
は
、
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
が
沸
き
起

こ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
全
共
で
は
、
別
の
出
品
区
で

霧
島
市
の
牛
が
優
秀
な
成
績
を
残
し
て
き
ま

し
た
。
霧
島
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
高
等
登
録

群
で
出
品
し
た
こ
と
は
な
く
、
ま
た
優
等
賞

１
席
も
獲
得
し
て
お
ら
ず
、
今
回
の
賞
は
市

に
と
っ
て
快
挙
で
あ
り
、「
畜
産
の
ま
ち
」

と
し
て
新
た
な
歴
史
に
名
を
刻
む
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
数
多
く
の
牛
を
育
て
上
げ
て

き
た
久
米
村
さ
ん
と
反
田
さ
ん
。
そ
こ
に
は
、

た
く
さ
ん
の
畜
産
関
係
者
の
協
力
や
思
い
が

一
つ
に
な
り
、
見
事
日
本
一
の
栄
冠
を
勝
ち

取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

長崎で開催された全国和牛能力共進会

※�高等登録群＝生後14か月齢以上の母、
娘、孫娘で構成され３頭１組で出品。３
代にわたる改良の成果を競います。

◎第10回全国和牛能力共進会／第６区高等登  録群優等賞１席農林水産大臣賞受賞

肉
用
牛
と
乳
用
牛
で
ダ
ブ
ル
受
賞
。

地
域
や
仲
間
、関
係
者
の
思
い
が
一
つ
に
な
り

栄
冠
を
獲
得
し
ま
し
た
。

現 在、16頭の牛を飼育しています
が、全共に出す２頭のみを特

別扱いするわけにはいきません。毎日
の餌やりに健康管理など、気をつける
ことは数多くあります。しかし、県代
表に選ばれたからには、この２頭を万
全の体調で出品する使命が私にはあ
りました。高等登録群は３頭１組なので、
けがをして１頭でも欠けたら出ることが

できません。今年の夏は猛暑が続き、
餌を食べる量が減って体重が落ちたり、
それ以降は、脂が多くつきすぎたりし
たので、餌の量を減すなどして、一日
も休む暇はありませんでした。牛のこ
とを第一に考え、頭を悩ませる時期が
続きました。日本一になり地元に帰っ
てきたら、たくさんの方の出迎えや温
かい言葉ももらい、感謝感激でした。

県
代
表
と
し
て
の
重
圧

一 生に一度、出られるか出られな
いかの名誉ある全共に出場して、

しかも日本一になることができて感無
量です。優勝と分かった瞬間、自然と
ガッツポーズが出て、仲間を見ると感
極まった様子で目にうっすらと涙を浮
かべていました。あの瞬間は、私にとっ
て一生忘れることのできないものにな
りました。全共に行くまでには、たく

さんの方の協力をもらいました。妻が
毎日、姿勢をよくするなどの効果があ
る保定枠に入れ、集落の畜産グルー
プの方は牛を洗ってくれました。ＪＡや
行政の方にも毎日、牛の引き運動をし
てもらい、みんなの心が一つになり勝
ち取ることができた賞だと思っています。
皆さんには感謝の気持ちでいっぱいで
す。

福
山
町
の
肉
用
牛
の

歴
史
を
探
る

昔
の
肉
用
牛
は
、
家
畜
目
的

で
は
な
く
役
用
牛
と
し
て
、
鉱

山
や
林
業
、
水
田
農
業
な
ど
の

重
要
な
労
働
力
を
担
っ
て
い
ま

し
た
が
、
明
治
時
代
に
入
っ
て

か
ら
、
肉
食
の
習
慣
が
広
ま
り
、

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

市
内
で
は
現
在
、
１
万
９
５

０
０
頭
（
平
成
24
年
２
月
現
在
）

の
肉
用
牛
が
飼
育
さ
れ
て
い
ま

す
。
優
等
賞
１
席
を
獲
得
し
た

牛
が
育
っ
た
福
山
町
に
は
６
９

８
５
頭
の
牛
が
飼
育
さ
れ
畜
産

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
に
は
、
牛
に
関
わ
る
古
い
歴

史
が
残
っ
て
い
ま
す
。

天
正
８（
１
５
８
０
）年
、島
津

義
久
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た「
福

山
牧
」。
そ
の
広
さ
は
周
囲
40
㌔

以
上
に
お
よ
ぶ
九
州
一
の
規
模

を
誇
る
牧
場
と
い
わ
れ
、最
盛

期
に
は
２
５
０
０
頭
以
上
の
馬

が
飼
育
さ
れ
て
お
り
、
数
多
く

の
名
馬
を
産
出
し
ま
し
た
。
中

で
も
島
津
義
弘
が「
関
ヶ
原
の 

戦
」で
騎
乗
し
た
馬
や
、
明
治

天
皇
が
乗
ら
れ
た
白
馬
も
、
こ

の
福
山
牧
で
生
ま
れ
た
馬
で
す
。

現
在
、
周
辺
地
域
を
牧
之
原

と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
地

名
は
こ
の
福
山
牧
に
由
来
す
る

も
の
で
す
。
そ
こ
に
は
豊
富
な

牧
草
地
が
残
り
、
後
々
、
肉
用

牛
が
飼
育
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

地
元
の
畜
産
を
学
習

地
元
の
牧
之
原
小
学
校
で
は
、

総
合
的
学
習
の
時
間
を
利
用
し

て
、
平
成
６
年
に
「
和
牛
少
年

隊
」
を
結
成
し
活
動
し
て
い
ま

す
。
５
年
生
は
毎
年
、
畜
産
農

家
で
牛
舎
の
掃
除
や
子
牛
へ
の

餌
や
り
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
体
験
し
て

い
ま
す
。
学
習
の
中
で
学
ん
で

経
験
し
た
こ
と
を
、
学
習
発
表

会
で
発
表
し
、
子
ど
も
の
こ
ろ

か
ら
牛
と
の
関
わ
り
を
持
ち
続

け
て
い
ま
す
。

福
山
牧
が
あ
っ
た
場
所
を
示
す
石
碑

（
福
山
町
福
山
の
小こ

陣じ
ん
が

丘お
か
）

◎
久
米
村
一
盛
さ
ん

凱
旋
を
多
く
の
人
が
祝
福

長
崎
へ
行
く
前
の
出
発
式

姿
勢
を
よ
く
す
る
た
め
の
保
定
枠

畜産の新たな歴史に名を刻む

関
わ
っ
て
く
れ
た
み
ん
な
に
感
謝

◎
反
田 

悟
さ
ん
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霧島の大自然に放牧される牛（提供：福山町福地のきつねヶ丘牧場）

牧
園
町
上
中
津
川
で
約
70
頭
の
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
を
飼
う
税さ

い

所し
ょ

正
幸
さ
ん（
50
）。

父
の
正
治
さ
ん
（
80
）
と
二
人
三
脚
で
愛
情

を
込
め
て
育
て
て
い
ま
す
。

10
月
20
日
、
２
０
１
２
年
鹿
児
島
県
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
共
進
会
が
姶
良
中
央
家
畜
市
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
税
所
さ
ん
は
８
部
門
あ

る
中
の
４
つ
の
部
門
に
出
品
し
、
経
産
牛
の

２
部
門
で
各
部
門
の
最
高
位
の
最
優
秀
賞
１

席
を
獲
得
。
し
か
も
、
経
産
牛
の
最
優
秀
賞

１
席
の
中
か
ら
決
め
る
農
林
水
産
大
臣
賞
に

も
輝
き
ま
し
た
。
昨
年
は
、
溝
辺
町
の
最
勝

寺
秀
美
さ
ん
も
県
の
共
進
会
で
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
し
て
お
り
、
２
年
連

続
の
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
は
、未
経
産
牛（
出

産
を
経
験
し
て
い
な
い
牛
）、
経
産
牛
（
出

産
を
経
験
し
て
い
る
牛
）
の
分
類
が
あ
り
、

年
齢
別
で
８
つ
の
部
門
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

審
査
内
容
は
歩
き
方
や
乳
房
の
形
、
張
り
な

ど
数
多
く
の
審
査
項
目
が
あ
り
ま
す
。

税
所
さ
ん
は
「
改
良
に
改
良
を
重
ね
、
13

年
ほ
ど
前
か
ら
県
の
共
進
会
で
上
位
に
入
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
毎
年
２
位
止
ま
り
で

し
た
が
、
今
年
は
念
願
の
第
１
位
。
し
か
も
、

農
林
水
産
大
臣
賞
ま
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
本
当
に
幸
せ
で
す
」
と
満
面
の
笑
み
で
話

し
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
道
の
り
は
決
し
て
順
風
満

現
在
、
全
国
で
約
２
７
２
万
頭
の
肉
用
牛

と
約
１
４
５
万
頭
の
乳
用
牛
が
飼
養
さ
れ
て

い
ま
す
。
飼
養
頭
数
の
最
も
多
い
肉
用
牛
は
、

繁
殖
用
と
牛
肉
生
産
を
目
的
と
し
た
肥
育
用

に
別
れ
、
乳
用
牛
は
牛
乳
生
産
を
目
的
に
改

良
さ
れ
た
も
の
で
す
。

み
ん
な
の
思
い
を
一
つ
に

今
回
の
ダ
ブ
ル
受
賞
に
は
、
各
関
係
機
関

な
ど
で
連
携
し
た
取
り
組
み
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
い
ら
農
業
協
同
組
合
畜
産
部
部
長
の
春

田
孝た

か

洋ひ
ろ

さ
ん
（
50
）
は
「
県
予
選
に
臨
む
に

当
た
り
、
当
初
姶
良
地
区
か
ら
５
、
６
組
の

帆
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
生
ま
れ
た
時

か
ら
家
は
農
家
で
、
親
の
後
を
継
ぐ
こ
と
が

当
た
り
前
だ
っ
た
税
所
さ
ん
。
高
校
も
農
業

高
校
の
市
来
農
芸
高
校
に
通
い
、
卒
業
後
は

北
海
道
の
酪
農
短
大
に
進
学
し
ま
し
た
が
、そ

の
実
習
先
で
大
変
な
こ
と
が
お
こ
り
ま
し
た
。

「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫
機
に
足
が
挟
ま

り
足
首
か
ら
下
を
切
断
し
て
し
ま
い
１
年
間

入
院
。
見
た
目
は
元
通
り
に
な
り
ま
し
た
が
、

歩
く
こ
と
も
ま
ま
な
ら
ず
、
酪
農
へ
の
道
が

閉
ざ
さ
れ
た
と
、
そ
の
時
は
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
酪
農
を
し
た
い
気
持
ち
を
捨
て
切
れ

ず
懸
命
に
リ
ハ
ビ
リ
、
仲
間
や
親
に
励
ま
さ

れ
、
今
、
農
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
」

税
所
さ
ん
の
一
日
の
仕
事
は
、
朝
夕
46
頭

の
乳
搾
り
、
そ
の
間
は
餌
や
り
に
牛
舎
の
清

掃
、
時
に
は
お
産
の
立
会
い
な
ど
多
忙
な
毎

日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

「
大
自
然
に
恵
ま
れ
た
、
こ
の
地
で
大
好

き
な
牛
と
過
ご
せ
て
幸
せ
。
健
康
管
理
な
ど

大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
毎
日
が
充
実

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
い
る
牛
は
私
の
人
生

に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
」

愛
情
を
込
め
た
分
だ
け
、
そ
れ
に
応
え
て

く
れ
る
。
こ
れ
か
ら
も
税
所
さ
ん
は
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
と
共
に
生
き
て
い
き
ま
す
。

あいら農業協同組合畜産部
部長  春田孝洋さん

これからも
ホルスタインと共に

餌やりをする税所さん

農林水産大臣賞を受賞した「ミストランドGWロクセットモアET」

◎税所正幸さん

高
等
登
録
群
を
選
抜
し
ま
し
た
が
、
体
型
や

資
質
、
揃
い
な
ど
福
山
の
牛
群
が
最
も
優
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
姶
良
地
区
代
表
と
し
て

県
予
選
会
に
出
品
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
れ
が
県
予
選
会
で
見
事
県
代
表
に
選
ば
れ
、

し
か
も
最
終
の
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
長
崎

開
場
に
お
い
て
も
優
等
賞
１
席
を
獲
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
一
重
に
、
久

米
村
さ
ん
反
田
さ
ん
の
昼
夜
を
問
わ
な
い
努

力
と
畜
産
関
係
者
で
勉
強
会
な
ど
を
行
い
、

牛
を
改
良
し
て
き
た
結
果
だ
と
考
え
ま
す
。

姶
良
地
区
内
で
霧
島
市
の
肉
用
牛
数
は
約
７

割
を
占
め
ま
す
。
今
回
、
和
牛
が
全
国
で
優

等
賞
１
席
、
乳
牛
で
も
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

進
会
で
最
優
秀
賞
１
席
を
受
賞
し
、
霧
島
市

は
『
畜
産
の
ま
ち
』
と
い
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」
と
今
後
の
霧
島
市
に
期
待
を

寄
せ
ま
す
。

今
回
の
ダ
ブ
ル
受
賞
に
は
、
農
家
の
努
力

は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
地
域
や
仲
間
、
畜

産
関
係
者
の
熱
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
畜
産
の
ま
ち
「
霧
島
」
と
し
て
、
新
た

な
ス
タ
ー
ト
が
始
ま
り
ま
し
た
。

◎
２
０
１
２
年
鹿
児
島
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
／
第
６
部
経
産
牛
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

乳
用
牛
の
特
徴

白
黒
の
模
様
で
お
な
じ
み
の

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原

産
で
、
今
で
は
世
界
中
で
広
く

飼
わ
れ
、
日
本
で
は
明
治
18（
１

８
８
５
）年
ご
ろ
に
オ
ラ
ン
ダ
か

ら
輸
入
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
性
格
が
穏
や
か
な
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
の
体
は
乳
房
が
発
達

し
て
お
り
、
１
年
間
で
約
９
０

０
０
㌔
㍑
の
牛
乳
が
出
ま
す
。

市
内
で
は
現
在
、
１
３
５
０

頭（
平
成
24
年
２
月
現
在
）の
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
が
飼
育
さ
れ
て
い

ま
す
。
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
は
暑
さ

に
弱
く
最
適
温
度
が
10
度
か
ら

20
度
と
い
わ
れ
、
気
温
が
高
く

な
る
と
、
体
温
が
上
昇
し
呼
吸

数
の
増
加
や
食
欲
の
低
下
、
発

育
の
停
滞
な
ど
が
お
こ
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
ま
た
、
寒
さ
に
強

く
寒
冷
地
で
も
多
く
の
牛
乳
を

出
す
こ
と
が
特
徴
の
一
つ
で
す
。

新
た
な
魅
力
を
創
出

畜
産
の
ま
ち
霧
島

鹿児島県
市町村別順位

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

肉用牛 353,300 鹿屋市
46,400

曽於市
33,200

指宿市
26,400

霧島市
19,500

出水市
18,500

乳牛用 16,200 鹿屋市
3,720

南九州市
2,170

西之表市
1,910

霧島市
1,350

志布志市
860

資料：姶良・伊佐地域振興局（平成24年２月１日）

(単位：頭）■鹿児島県内の飼養頭数

全国 九州
都道府県別順位

備考
１位 ２位 ３位 ４位 ５位

肉用牛 2,723,000 975,000 北海道
534,300

鹿児島
353,300

宮崎
251,200

熊本
142,400

岩手
106,000

乳牛用 1,449,000 119,700 北海道
821,900

栃木
53,000

岩手
45,800

熊本
44,300

群馬
38,500

鹿児島（13位）
16,200

資料：農林水産省「畜産統計」（平成24年２月１日）

(単位：頭）■全国の飼養頭数

地
域
や
仲
間
、
関
係
者
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
夢
を
実
現

畜産の
新たな
歴史に
名を刻む

◎第10回全国和牛能力共進会
　第６区高等登録群優等賞１席
　農林水産大臣賞受賞
◎２01２年鹿児島県ホルスタイン共進会
　第６部経産牛農林水産大臣賞受賞

国分の畜産試験場で放牧される
ホルスタイン5  Kirishima City Public Relations, 2012.12, Japan 広報きりしま  4



鹿
児
島
県
警
の
調
べ
に
よ
る
と
、

昨
年
県
内
の
「
声
か
け
」
や
「
つ

き
ま
と
い
」
な
ど
の
事
案
は
５
３

７
件
で
し
た
。
被
害
者
別
に
見
る

と
、
一
般
女
性
が
全
体
の
約
44
％

で
２
３
６
人
と
最
も
多
く
、
次
い

で
女
子
小
学
生
が
84
人
、
女
子
高

校
生
が
76
人
、
女
子
中
学
生
が
66

人
と
な
っ
て
お
り
、
女
性
が
被
害

に
遭
う
件
数
が
全
体
の
約
87
％
と

圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

女
性
だ
け
で
は
な
く
、
男
子
小

学
生
も
38
人
が
被
害
に
遭
っ
て
お

り
、
子
ど
も
も
狙
わ
れ
る
事
案
が

増
え
て
い
ま
す
。

発
生
時
間
帯
を
見
る
と
、
子
ど

も
た
ち
の
登
下
校
時
間
の
午
前
７

時
台
と
午
後
３
時
か
ら
６
時
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

午
後
７
時
以
降
に
件
数
が
多
い

の
は
、
部
活
や
仕
事
帰
り
の
女
性

を
狙
っ
た
事
案
が
多
く
、
午
前
０

時
以
降
は
、
飲
み
会
の
帰
り
や
夜

に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
が
被
害
に

遭
っ
て
い
ま
す
。

声
か
け
事
案
が
多
発

市
内
で
も
、
子
ど
も
や
女
性
を

狙
っ
た
事
案
が
増
え
て
お
り
、
特

に
子
ど
も
へ
の
声
か
け
は
10
月
以

降
急
増
し
て
い
ま
す
。
市
に
情
報

が
あ
っ
た
だ
け
で
も
10
月
以
降
９

件
発
生
（
11
月
12
日
現
在
）
し
て

お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
下
校
中

の
子
ど
も
で
し
た
。

女
子
高
生
や
一
般
女
性
の
被
害

で
多
か
っ
た
の
が
盗
撮
や
痴
漢
で
、

特
に
盗
撮
は
カ
メ
ラ
の
小
型
化
な

ど
に
よ
り
、
な
か
な
か
発
見
し
づ

ら
く
な
っ
て
い
ま
す
。

最
大
警
戒
発
令
中

市
内
で
の
声
か
け
事
案
な
ど
が

増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
警
察
や

各
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
、
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、
市
な
ど
が
協
力

し
て
警
戒
を
強
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
市
内
で
発
生
し
た
事

案
で
は
、
不
審
者
の
特
徴
が
そ
れ

ぞ
れ
違
い
、
発
生
場
所
や
時
間
帯

も
異
な
る
こ
と
か
ら
、
全
て
を
カ

バ
ー
で
き
な
い
状
況
で
す
。

そ
こ
で
大
切
に
な
っ
て
く
る
の

が
「
地
域
の
目
」
で
す
。
子
ど
も

た
ち
を
見
守
る
人
を
増
や
し
、
子

ど
も
が
一
人
に
な
る
時
間
を
無
く

せ
ば
、
不
審
者
は
近
づ
け
ま
せ
ん
。

み
ん
な
の
力
で
子
ど
も
や
女
性
の

安
全
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
悲
惨
な

事
件
が
起
き
な
い
た
め
に
も
。

◎�

問
＝
安
心
安
全
課
☎（
64
）０
９

９
７

国・県・市から委託され、学校や児童の安
全を見守るスクールガードリーダーを

昨年から担当しています。私は市街地付近の
担当で、登下校時間に合わせて歩いて巡回を
しています。怪しい人がいてもどのように声を
かけていいか分からないという人がいますが、
あいさつなら誰にしても大丈夫なので、私は

道で会う人には積極的にあいさつをしていま
す。学校とも連絡を取り合い、不審者情報が
あればすぐさま情報を共有しています。私が
担当している地域でも、建物の死角や路地、
荒れ地など連れ込まれたら危険な場所があ
ります。地域で情報を共有し、みんなで連携
することで犯罪を未然に防げると思います。

情報を共有し、地域で連携することが大切

■平成23年鹿児島県性的前兆事案発生状況

近
年
、
子
ど
も
や
女
性
を
狙
っ
た
犯
罪
が
増
え
、
大
き
な
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
内
で
も
「
声
か
け
」
や
「
痴
漢
」

な
ど
が
増
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
行
為
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す

る
と
大
き
な
事
件
に
発
展
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
個
人

が
で
き
る
こ
と
、
家
族
が
で
き
る
こ
と
、
地
域
が
で
き
る
こ

と
…
。
そ
れ
ぞ
れ
に
で
き
る
対
策
が
、
あ
な
た
と
、
そ
し
て

あ
な
た
の
大
切
な
人
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

あ
な
た
が
狙
わ
れ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん

子
ど
も
と

女
性
を
狙
う
犯
罪
が

増
え
て
い
ま
す

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

山
ノ
口 

憲
一さ
ん（
国
分
）

写真はイメージです
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警察官に学ぶ安全対策

【
子
ど
も
編
】

【
女
性
編
】

全国的に子どもが犯罪被害に遭う事件が多発しています。
声かけ・つきまとい事案は、強

ご う

姦
か ん

や強制わいせつ、誘拐な
どの凶悪犯罪に発展する恐れがあります。大切な子どもた
ちを犯罪被害から守るために「いかのおすし」で危険を回
避することを教えてください。

県警と教育委員会は学
校やＰＴＡ、地域と協力し
て、児童や生徒が「声か

け」や「つきまとい」などの身に危険や
不安を感じたときに駆け込み、救助を
求められる緊急避難所として「こども１
10番の家」を設置しており、現在、市
内には228か所あります。

子どもたちが興味を持って覚えられる防犯対策

こども110番の家

市
内
で
は
10
月
以
降
、
子
ど
も

を
狙
っ
た
不
審
者
情
報
が
急
増
し

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
下

校
中
の
子
ど
も
が
狙
わ
れ
て
お
り
、

「
お
菓
子
食
べ
な
い
」「
お
小
遣
い

あ
げ
る
よ
」「
一
緒
に
遊
び
に
行

こ
う
か
」
な
ど
と
、
甘
い
誘
い
を

か
け
る
手
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

下
校
時
以
外
に
は
、
休
日
の
公

園
や
ス
ー
パ
ー
の
ト
イ
レ
な
ど
で

も
声
か
け
事
案
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
声
か
け
以
外
で
は
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
や
本
屋
で
の
盗
撮
な
ど

も
増
え
て
お
り
、
10
月
に
は
本
屋

で
不
審
者
が
小
学
生
に
下
半
身
を

露
出
す
る
事
案
が
あ
り
ま
し
た
。

以
前
は
、
人
目
に
付
か
な
い
と

こ
ろ
で
の
犯
行
が
ほ
と
ん
ど
で
し

た
が
、
最
近
で
は
た
く
さ
ん
人
が

い
る
と
こ
ろ
や
交
通
量
の
多
い
道

路
で
堂
々
と
声
か
け
が
行
わ
れ
る

な
ど
、
ど
こ
で
犯
罪
が
起
き
る
か

予
測
が
つ
か
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

対
処
法

市
内
で
発
生
し
て
い
る
声
か
け

事
案
は
、
今
の
と
こ
ろ
大
き
な
事

件
に
は
発
展
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ

の
要
因
は
、
子
ど
も
た
ち
が
甘
い

誘
い
に
乗
ら
ず
、
そ
の
場
か
ら
逃

げ
た
か
ら
で
す
。

女
性
を
狙
っ
た
犯
罪
で
増
え
て

い
る
の
が
盗
撮
で
す
。
本
屋
で
立

ち
読
み
中
や
買
い
物
中
な
ど
、
何

か
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
と
き
に

背
後
か
ら
近
づ
き
、
靴
や
バ
ッ
グ

な
ど
に
仕
込
ん
だ
カ
メ
ラ
で
盗
撮

す
る
手
口
で
、
カ
メ
ラ
が
小
型
の

た
め
気
が
つ
か
な
い
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。

痴
漢
も
増
え
て
お
り
、
す
れ
違

い
際
に
触
ら
れ
る
事
案
が
多
く
、

歩
道
を
普
通
に
歩
い
て
い
る
と
き

や
店
な
ど
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

抱
き
つ
か
れ
た
り
ス
カ
ー
ト
を

め
く
ら
れ
た
り
、
中
に
は
押
し
倒

さ
れ
て
体
を
触
ら
れ
た
方
も
い
ま

す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
夜
間
一

人
で
帰
宅
中
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

対
処
法

盗
撮
は
何
か
に
夢
中
に
な
っ
て

い
る
と
き
に
狙
わ
れ
ま
す
。
当
事

者
は
も
ち
ろ
ん
、
周
り
の
目
が
重

要
で
す
。
背
後
か
ら
近
づ
き
、
怪

警
察
で
は
「
い・

か・

な
い
」「
の・

ら
な
い
」「
お・

お
ご
え
で
叫
ぶ
」

「
す・

ぐ
に
げ
る
」「
し・

ら
せ
る
」
の

頭
文
字
を
取
っ
て
「
い
か
の
お
す

し
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
急
に

大
人
に
声
を
か
け
ら
れ
る
と
対
応

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
普

段
か
ら
家
庭
や
学
校
で
「
い
か
の

お
す
し
」
を
子
ど
も
た
ち
に
浸
透

さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
地
域
の
方
と
連
携
し
て

子
ど
も
た
ち
が
駆
け
込
み
、
助
け

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
こ
ど

も
１
１
０
番
の
家
」
を
各
地
に
設

置
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
自
分

の
地
域
の
ど
こ
に
１
１
０
番
の
家

が
あ
る
の
か
を
把
握
し
て
お
く
こ

と
も
必
要
で
す
。

地
域
内
で
の
積
極
的
な
声
か
け

も
効
果
的
で
す
。
不
審
者
は
、
周

り
の
目
が
気
に
な
り
ま
す
。
そ
ん

な
時
、
声
を
か
け
ら
れ
る
と
周
り

が
気
に
な
っ
て
犯
行
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
地
域
の
力
が
子
ど
も

た
ち
を
守
り
ま
す
。

し
い
行
動
を
し
て
い
る
人
に
は
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

痴
漢
は
無
防
備
に
歩
い
て
い
る

方
が
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
隙

を
見
せ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

特
に
抱
き
つ
き
な
ど
の
行
為
は
、

人
気
の
な
い
と
こ
ろ
な
ど
に
連
れ

込
ま
れ
て
重
大
な
事
件
に
発
展
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
夜
道
の

一
人
歩
き
は
で
き
る
だ
け
避
け
、

遠
回
り
で
も
人
通
り
の
多
い
、
明

る
い
道
を
歩
い
て
く
だ
さ
い
。

抱
き
つ
き
な
ど
は
後
ろ
か
ら
襲

わ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

歩
き
な
が
ら
メ
ー
ル
や
音
楽
プ

レ
ー
ヤ
ー
な
ど
に
気
を
取
ら
れ
る

の
は
大
変
危
険
で
す
。
時
に
は
後

ろ
を
振
り
向
く
な
ど
し
て
、
警
戒

し
て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
も
必
要
で
す
。

車
に
乗
る
、
家
に
入
る
瞬
間
も

危
険
で
す
。
車
に
乗
っ
た
瞬
間
、

助
手
席
側
な
ど
か
ら
不
審
者
が
乗

り
込
ん
で
き
た
事
案
や
家
に
入
ろ

う
と
鍵
を
開
け
た
瞬
間
、
後
ろ
か

ら
不
審
者
が
入
り
込
ん
で
き
た
事

案
も
実
際
に
起
き
て
い
ま
す
。
車

に
乗
る
前
、
家
に
入
る
前
に
は
周

り
を
し
っ
か
り
確
認
し
、
入
っ
た

ら
す
ぐ
に
鍵
を
閉
め
る
習
慣
を
身

に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
は
お
酒
を
飲
む
機
会

が
増
え
る
時
期
で
す
。
油
断
せ
ず
、

日
ご
ろ
か
ら
の
心
掛
け
が
、
あ
な

た
の
身
を
守
り
ま
す
。

不
審
者
を
見
か
け
た
り
聞
い
た

り
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
近
く
の

警
察
や
１
１
０
番
（
携
帯
電
話
か

ら
で
も
可
能
）
に
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。
早
め
の
通
報
が
事
件
の
早

期
解
決
、
さ
ら
な
る
被
害
を
防
ぐ

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。 霧島警察署　塚田 尚代刑事

子どもと女性を狙った犯罪について、その状況や対策を、
霧島警察署生活安全刑事課の塚田尚

ひさ

代
よ

刑事に聞きました。

上から

抱きつかれ
た場合かかとで犯人の足を踏

みつける

上半身が動くので、振り
向いて相手の顔面に攻撃

または肘で相手のみぞ
おち付近を強打

膝で相手の急所を攻撃 前から

抱きついて
きたとき

警
察
官
が
教
え
る
護
身
術

※�

こ
れ
は
相
手
を
ひ
る
ま
す
た
め
の
も
の
で
す
。
そ
の
後
、
す
ぐ
に
襲
い
か
か
っ
て
く

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ひ
る
ん
だ
隙
に
そ
の
場
か
ら
逃
げ
た
り
、
助
け
を
求
め

た
り
し
て
く
だ
さ
い
。

腕をつかま
れたとき相手の手の外側に手首

を回し
内側へ思いっきり押し
出す

⬅

⬅ ⬅

⬅

⬅

⬅

腰付近を

抱きつかれ
たとき
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霧 島 か わ ら 版

各地の特産品を
食べご満悦
「霧島2012ふるさと祭」が11月
10日、11日の２日間、国分シビッ
クセンターお祭り広場で開催され
ました。ステージイベントでは、
鈴かけ馬踊りやヒップホップダン

スなどの披露、テントブースでは市内外から約80店舗が出店し特産品な
どを販売。ほかにも商店街と商工会が工夫を凝らした料理を競うＳ－１
グルメグランプリもあり、家族づれなどでにぎわいました。国分小学校
３年生の神

こう

村
むら

千尋君は「ふるさと祭は今年で３回目になります。今日は、
おいしいご飯を食べたり、足湯に入ったりしました」と話してくれました。

オープニングの国分清水「田の神舞」 表彰される国分電機㈱ 横川中学校ATGの皆さん

霧島市発展のために長年、
ご尽力された功績と感動を与えてくれた方へ

６次産業化で
地域貢献目指す
６次産業総合化事業計画認定

書の授与式が11月13日、霧島市
商工会福山支所で行われました。
今回認定されたのは、福山町で
農業を営む㈲福山特殊農産（代

表：川畑勉さん、写真右）と㈱久木田農園（代表：久木田大
たい

和
わ

さん、写
真左）。市内では２、３例目の認定です。今後は６次産業化の支援を受け、
サツマイモなどを使った加工品の製造・販売に取り組みます。両者とも
「地域に貢献するために認定を受けました。福山を代表するような特産
品を作り、雇用拡大などにつなげていきたい」と意気込んでいました。

霧島高校
統計グラフコン特選
第60回統計グラフ全国コンクー

ル「パソコン統計グラフの部」で、
霧島高校情報処理同好会の作品が
約3,500点の応募の中から第一位
となる特選に輝きました。このコ

ンクールは、統計知識の普及と統計の表現技術の研究に役立てるために
毎年開催されるもので、霧島高校は初めての応募。学校で取り組んでき
た“ホッと一息霧島茶パン”の商品開発について統計学的にまとめました。
同好会３年の新町晃

こう

大
た

君（写真前列右）は「字体や色、グラフの形など細部
にこだわって作りました。５人で協力した結果です」と喜んでいました。

功績と成績の栄光を称
た た

え
霧島市民表彰が贈られる

2012霧島市民表彰式

キリシマツツジを
各駅に配布
市内のＪＲ肥薩線６駅（大隅横

川、植村、霧島温泉、嘉例川、日当
山、隼人）の活性化団体でつくる
「花はきりしま肥薩線の会」が11
月９日、大隅横川駅で各駅のまち

づくり団体にキリシマツツジの苗54本を配布しました。この会は、地域
活性化や美化活動などを目的として、今年の２月に発足されました。中堀
清
きよ

哲
さと

会長は「観光客や市民の方々に、心を癒やしてもらおうとキリシマツ
ツジを植えることにしました。これからも、気持ちよく駅を利用してもら
えるように、おもてなしの心で迎えていきたいです」と話していました。

CIVIC NEWS
長
年
、
各
分
野
で
市
発
展
の
た

め
に
尽
力
さ
れ
た
方
や
平
成
23
・

24
年
に
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
方

を
表
彰
す
る
霧
島
市
民
表
彰
式
が

11
月
10
日
、
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま

児
島
第
一
医
療
リ
ハ
ビ
リ
専
門
学

校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
鹿
児
島
第

一
医
療
リ
ハ
ビ
リ
専
門
学
校
サ
ッ

カ
ー
部
、
鹿
児
島
第
一
医
療
リ
ハ

ビ
リ
専
門
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、

鹿
児
島
第
一
医
療
リ
ハ
ビ
リ
専
門

学
校
弓
道
男
子
部
、
鹿
児
島
第
一

医
療
リ
ハ
ビ
リ
専
門
学
校
弓
道
女

子
部
、
ｎ
ｉ
ｎ
ｆ
ａ
・
ｋ
ａ
ｇ
ｏ
ｓ

ｈ
ｉ
ｍ
ａ
（
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）、

引
地
剛
（
陸
上
）、
白
倉
優
香
（
空

道
）、
折
田
歩
夢
（
国
分
南
中
・

陸
上
）、
萩
原
海
斗
（
国
分
南
中
・

水
泳
）、
山
下
優
光
（
舞
鶴
中
・
柔

道
）、
青
栁
麗
美
（
舞
鶴
中
・
柔

道
）、
舞
鶴
中
女
子
柔
道
部
、
山

口
優
萌
（
陵
南
中
・
陸
上
）、
横
川

中
Ａ
Ｔ
Ｇ
（
陸
上
同
好
会
）、
霧
島

中
吹
奏
楽
部
、
德
田
大
地
（
隼
人

中・柔
道
）、
森
奈
津
美
（
隼
人
中・

陸
上
）、
隼
人
中
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
部
、
阪
元
祐
太
（
日
当
山
中
・

水
泳
）、五
十
嵐
陽
美
（
日
当
山
中・

水
泳
）、
日
当
山
中
水
泳
部
、
前

田
千
島
（
国
分
中
央
高
校
・
柔
道
）、

桑
代
啓
太
（
国
分
中
央
高
校
・
陸

上
）、
横
山
ひ
ろ
り
（
国
分
中
央
高

校
・
陸
上
）、
国
分
中
央
高
校
女

子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
、
井
関
凌
大

（
国
分
高
校・水
泳
）、中
村
康
二（
国

分
高
校・水
泳
）、西
小
野
瑠
海
（
国

分
高
校
・
水
泳
）、
山
下
智
恵
美

（
国
分
高
校
・
水
泳
）、
国
分
高
校

男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
、
久
永
大

成
（
鹿
児
島
第
一
高
校
・
空
手
道
）、

松
元
さ
く
ら
（
鹿
児
島
第
一
高
校
・

空
手
道
）、
井
尻
啓
太
（
隼
人
工

業
高
校
・
陸
上
）、
髙
畠
亜
由
美

（
隼
人
工
業
高
校
・
工
芸
）、
立
山

優
惟
（
鹿
児
島
女
子
高
校
・
陸
上
）、

本
村
優
華
（
川
薩
清
修
館
高
校
・

陸
上
）、
石
川
徹
平
（
第
一
工
業
大

し
た
。
式
で
は
１
３
０
の
個
人
と

15
の
団
体
、
２
つ
の
企
業
の
表
彰

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

功
績
で
は
教
育
文
化
の
向
上
、

地
域
経
済
に
貢
献
さ
れ
た
方
。
永

年
勤
続
で
は
、
土
地
区
画
整
理
評

価
員
や
民
生
委
員
、
保
護
司
、
農

業
委
員
、
地
区
自
治
公
民
館
長
、

自
治
会
長
を
表
彰
。
成
績
優
秀
で

は
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
で
感
動
と

希
望
を
与
え
優
秀
な
成
績
を
収
め

た
方
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

多
額
な
寄
付
を
さ
れ
た
㈱
船
津

温
泉
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
展

開
さ
ら
に
文
化
財
の
保
護
啓
発
に

貢
献
さ
れ
た
長
岡
様
ほ
か
15
人
に

感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

市
民
表
彰
受
賞
者
（
敬
称
略
）

◎
功
績

⃝
�

教
育
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
門
＝
坂

口
雄
二
、
万
膳
レ
イ
子

⃝
�

産
業
経
済
部
門
＝
国
分
電
機
株

式
会
社

◎
永
年
勤
続

⃝
�

地
方
自
治
部
門
＝
横
山
秀
行
、

中
西
景
光
、
下
久
保
久
己
、
小

倉
滿
保
、
新
原
知
也
、
星
原
孝

男

⃝
�

保
健
福
祉
部
門
＝
加
治
木
卓
二
、

池
江
弘
昭
、
田
中
セ
ツ
子
、
中

馬
郁
雄
、
中
村
豊
子
、
前
田
た

手
道
）、
村
岡
一
孝
（
馬
術
）、
最

勝
寺
秀
美（
酪
農
）、有
村
春
明（
普

通
煎
茶
10
㌔
㌘
）、
竹
ノ
内
久
行

（
普
通
煎
茶
10
㌔
㌘
）、有
村
剛
（
普

通
煎
茶
10
㌔
㌘
）、
邉
田
孝
一
（
お

茶
農
林
水
産
大
臣
賞
）、
塩
入
新

也
（
電
動
車
椅
子
サ
ッ
カ
ー
）

◎
特
別
表
彰

前
田
美
順
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

◎
感
謝
状

㈱
船
津
温
泉
、
長
岡
正
一
、
新

地
民
治
、新
地
美
智
子
、重
薗
博
志
、

重
薗
ま
ゆ
み
、
末
満
葊
行
、
西
健

司
、
春
順
子
、
福
永
た
か
子
、
緒

方
三
木
男
、坂
元
克
男
、坂
元
成
子
、

清
水
芳
久
、
濵
西
良
太
郎
、
瀬
戸

口
一
久
、
瀬
戸
口
真
吾

学
・
陸
上
）、
第
一
工
業
大
学
陸
上

部
、
竪
山
将
（
鹿
屋
体
育
大
学
・

柔
道
）、
鹿
児
島
工
業
高
等
専
門

学
校
サ
ッ
カ
ー
部
、大
山
大
輔
（
鹿

児
島
第
一
医
療
リ
ハ
ビ
リ
専
門
学

校
・
剣
道
）、
村
岡
紗
季
（
鹿
児

島
第
一
医
療
リ
ハ
ビ
リ
専
門
学
校
・

弓
道
）、
上
鶴
柚
希
（
鹿
児
島
第
一

医
療
リ
ハ
ビ
リ
専
門
学
校
・
剣
道
）、

満
安
請
也
（
鹿
児
島
第
一
医
療
リ

ハ
ビ
リ
専
門
学
校
・
卓
球
）、
鹿

つ
子
、
宮
永
と
み
え
、
山
下
佐

和
子
、
大
住
友
代
、
前
田
富
子
、

福
永
覺
、
坂
元
ま
き
子
、
前
原

昭
代
、
川
野
久
美
子
、
大
村

キ
ヌ
子
、
永
江
孝
、
柿
木
文
子
、

津
之
地
良
、
秋
窪
俊
一
、
别
府

武
久
、
德
田
廣
行
、
井
手
上
德

雄
、
福
元
幸
雄
、
川
﨑
親
、
飯

山
勉
、
石
橋
由
美
子
、
梅
木
榮

⃝
�

産
業
経
済
部
門
＝
濵
田
康
男
、

宗
像
ア
キ
ヱ
、
今
𠮷
藤
雄
、
藏

園
和
寛
、
西
溜
丸
美
、
本
村
忠

一
、
武
田
透
、
田
代
一
友
、
町

田
葊
志
、
槐
島
睦
夫

⃝
�

社
会
活
動
部
門
＝
安
田
薫
、
河

野
俊
郎
、
中
島
幸
一
、
西
田
正

夫
、
西
中
薗
久
、
中
村
學
、
山

下

男
、
笹
峯
久
雄
、
永
吉

明
人
、
弓
削
千
弘
、
新
村
憲
一
、

宇
都
秀
斉
、
本
村
憲
二
、
田
中

比
左
雄
、
村
上
勝
、
市
來
正
治
、

石
原
勝
久
、
中
村
信
男
、
厚

地
健
一
、
須
﨑
葊
美
、
永
江
孝
、

二
階
堂
年
、皆
元
一
徳
、矢
神
格
、

平
原
實
、
相
場
茂

◎
成
績
優
秀

林
那
奈
美
（
国
分
小
・
陸
上
）、

平
田
歩
弓
（
宮
内
小
・
陸
上
）、
牧

慶
士
郎
（
国
分
中
・
水
泳
）、
材

木
友
佳
（
国
分
南
中
・
空
手
道
）、

今
村
菜
々
子
（
国
分
南
中
・
空
手

平成７年から合併まで隼
人地区の子ども会育成連絡
協議会の会長、合併後は顧
問をしています。各地区の
子ども会が主催する自然体
験や昔遊びなどの行事に行
き、アドバイスや相談役に
なっています。今回の賞は、
皆さんのサポートがあった
からだと思います。子ども
たちが霧島を大切に思って
くれるような、立派な大人
になってくれることを期待
し、今後も頑張ります。

教
育
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
門
で
表
彰

さ
れ
た
坂
口
雄
二
さ
ん
（
隼
人
町

真
孝
在
住
）
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戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
一
輪
車
い
っ
ぱ
い

に
積
ま
れ
た
野
菜
を
見
て
満
足
そ
う
で
し

た
。
そ
の
収
穫
し
た
野
菜
を
使
っ
て
、
農

協
女
性
部
の
方
に
指
導
を
受
け
、
郷
土
料

理
作
り
に
も
挑
戦
。
今
年
は
収
穫
量
が
多

か
っ
た
の
で
、
に
し
め
、
豚
汁
、
が
ね
、

お
に
ぎ
り
に
加
え
て
白し

ら

和あ

え
、
漬
物
も
作

り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
料
理
が
並
ぶ
食

卓
を
囲
ん
で
の
昼
食
は
、「
お
い
し
い
」

の
声
と
笑
顔
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

同
校
６
年
担
任
の
橋
口
大ひ

ろ

士し

教
諭
は

「
竹
子
小
学
校
で
は
地
域
の
方
や
保
護
者

の
協
力
の
お
か
げ
で
、
食
農
体
験
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
た
ち
で
心

を
こ
め
て
栽
培
し
た
も
の
を
食
べ
る
。
人

間
は
、動
物
に
し
て
も
植
物
に
し
て
も『
命

を
い
た
だ
い
て
』
生
き
て
い
る
。
子
ど
も

た
ち
に
は
、
こ
の
こ
と
を
学
ん
で
も
ら
い
、

感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
に
育
っ
て
ほ
し
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

命
を
い
た
だ
き
、
命
を
育
む
。
竹
子
の

子
ど
も
た
ち
は
今
日
も
元
気
で
す
。

食
べ
る
こ
と
は

命
を
も
ら
っ
て
生
き
る
こ
と

食
の
大
切
さ
を
学
ぶ

食農体験に取り組む竹子小学校６年生の児童たち

９月にダイコン、ニンジン、コ
マツナ、ホウレンソウの種をま
きました。日々成長する様子を
眺めて収穫を楽しみにしてい
ましたが、土から抜いたダイコ
ンは想像以上に大きくてびっ
くりしました。農協女性部の方
に教わって郷土料理を作りま
したが、自分たちが心を込めて
育てた野菜がおいしい料理に
なり、とてもうれしかったです。
普段自分が食べているものに
は、野菜を作ってくれる農家の
方や料理を作ってくれる親の
苦労があります。感謝の気持
ちを忘れずに、自分にできる
お手伝いをしたいと思います。

◎
竹
子
小
学
校
６
年

佐
藤  

聖せ

奈な

さ
ん

イベント名 （  ）内は主催団体です 日　　時　［対　象］ 場所/問い合わせ先

幼児と小学生のためのおはなしの部屋
（りんごの木） 1月 5日（土）10：30 ～ 11：30

国分図書館
☎（64）0918赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや

（りんごの木） 1月 7日（月）10：30 ～ 11：00

ほるとの森おはなし会 12月22日（土）、1月12日（土）・26日（土） 14：00 ～ 14：30

おはなしの部屋
1月 4日（金）11：00 ～ 11：30［赤ちゃん］
1月10日（木）16：00 ～ 16：30［幼児］

12月16日（日）、1月20日（日）11：00 ～ 11：30［幼児･小学生］ 
隼人図書館

☎（43）7574

語りの部屋（語りの会あもり） 1月13日（日）、2月10日（日）11：00 ～ 11：40

おはなし会（おはなしの会「さんぽ道」） 12月15日（土）14：00 ～ 15：00 横川図書室
☎（72）1596

お話の時間（紙ふうせん） 12月17日（月）15：30 ～ 16：30 霧島図書室
☎（57）0316

図書館へ行こう
http://www.lib-kirishima.jp/

新

紹

介

刊

※国分図書館のイベントは健康マイレージ対象事業です。

空
白
を
満
た
し
な
さ
い
／
平
野
啓
一
郎

逆
回
り
の
お
散
歩
／
三
崎
亜
記

け
さ
く
し
ゃ
／
畠
中 

恵

展
覧
会
い
ま
だ
準
備
中
／
山
本
幸
久

旅
猫
リ
ポ
ー
ト
／
有
川 

浩

沈
黙
の
ひ
と
／
小
池
真
理
子

人
生
の
旅
を
ゆ
く
２
／
よ
し
も
と
ば
な
な

ス
タ
ン
ダ
ッ
プ
ダ
ブ
ル
！
／
小
路
幸
也

作
家
ソ
ノ
ミ
の
甘
く
な
い
生
活
／
群
よ
う
こ

知
識
ゼ
ロ
か
ら
の
着
物
と
遊
ぶ
／
石
橋
富
士
子

ま
ど・み
ち
お 

人
生
処
方
詩
集
／
ま
ど・み
ち
お

仮
名
手
本
忠
臣
蔵
／
金
原
瑞
人

劇
団
６
年
２
組
／
吉
野
万
里
子

ち
が
う
ね
ん
／
ジ
ョ
ン・ク
ラ
ッ
セ
ン

ま
ゆ
げ
ち
ゃ
ん
／
真
珠
ま
り
こ

か
い
じ
ゅ
う
た
ち
の
さ
が
し
も
の
／
富
安
陽
子

竹
た か ぜ

子小学校  食農体験

ふ
た
ご
の
兄
弟
、
ど
っ
ち
君
と
へ
ん

君
は
、見
た
目
は
そ
っ
く
り
だ
け
ど
、

絵
を
描
く
と
、
片
方
の
絵
が
す
っ
ご

く
お
か
し
い
。お
か
し
な
と
こ
ろ
を
探

し
て
み
よ
う
。

い
わ
い
と
し
お
　
作

ど
っ
ち
が
へ
ん
？
ス
ペ
シ
ャ
ル

水
生
大
海
　
作

質
屋
・
結
城
屋
で
祖
母
と
二
人
暮
し

の
円
は
、
物
に
刻
ま
れ
た
記
憶
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
を
も
つ
。あ

る
日
、
質
草
か
ら
不
穏
な
記
憶
を
感

じ
取
っ
た
円
は
、
持
ち
主
の
住
所
へ

駆
け
つ
け
る
が
…
。

て
の
ひ
ら
の
記
憶

保
険
代
理
店
の
今
井
さ
ん
と
過
ご

す
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
日
々
は
、

さ
え
な
い
男
子
代
表
、
花
岡
勇
気

の
中
の
何
か
を
少
し
ず
つ
変
え
て

い
く
。
悩
め
る
少
年
た
ち
の
た
め
の

青
春
ス
ト
ー
リ
ー
。

八
束
澄
子
　
作

オ
レ
た
ち
の
明
日
に
向
か
っ
て

著
者
の
想
い
入
れ
の
深
い
、
チ
ー
ズ

ケ
ー
キ
と
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
の
レ
シ
ピ

を
紹
介
。

稲
田
多
佳
子
　
作

た
か
こ
＠caram

el m
ilk 

tea

さ
ん
の“
ほ
ん
と
う
に

お
い
し
く
作
れ
る
”
チ
ー

ズ
ケ
ー
キ
と
ロ
ー
ル
ケ
ー

キ
の
レ
シ
ピ

新

紹

介

刊

の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
る
溝
辺

町
竹た

か
ぜ子
地
区
は
、
米
や
茶
、
果
樹

栽
培
な
ど
農
業
の
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
す
。

そ
こ
に
あ
る
竹
子
小
学
校
で
は
、
こ
の

土
地
の
特
徴
を
生
か
し
て
、
食
に
関
す
る

教
育
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
特
に
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
良
い
学
び
と
な
っ
て
い

る
の
が
、
地
元
の
生
産
農
家
や
農
協
の
方

な
ど
の
協
力
を
も
ら
っ
て
実
施
す
る
食
農

体
験
。
毎
年
、
１
・
２
年
生
は
サ
ツ
マ
イ

モ
栽
培
、
３
年
生
は
果
樹
栽
培
、
４
年
生

は
茶
栽
培
、
５
年
生
は
ア
イ
ガ
モ
農
法
に

よ
る
米
作
り
、
６
年
生
は
野
菜
栽
培
と
そ

れ
を
使
っ
た
郷
土
料
理
作
り
を
し
て
い
ま

す
。

た
く
さ
ん
の
命
と
向
き
あ
う
こ
と

11
月
６
日
、
同
校
６
年
生
の
児
童
12
人

は
９
月
に
種
を
ま
い
て
育
て
て
き
た
野
菜

の
収
穫
を
し
ま
し
た
。
大
き
く
育
っ
た
ダ

イ
コ
ン
、
青
々
と
葉
を
広
げ
る
コ
マ
ツ
ナ
。

初
め
て
の
収
穫
作
業
に
子
ど
も
た
ち
は
悪

「おはなし王国inみぞべ」
⃝�日時＝12月22日(土)午前９時
30分～ 10時40分
⃝�場所＝みそめ館（溝辺公民館）
⃝�内容＝ボランティアグループな
どによるおはなし会ほか
◎� 問＝溝辺図書室 ☎（58）3391
年末年始休館のお知らせ

12月29日（土）から１月３日（木）まで休館します。
国分図書館�☎（64）0918
隼人図書館�☎（43）7574
溝辺図書室�☎（58）3391
横川図書室�☎（72）1596
牧園図書室�☎（78）3349
霧島図書室�☎（57）0316
福山図書室�☎（56）2026

今まで走
ることに無

縁だった

大学生た
ちが箱根

駅伝を目

指すという
無茶ぶり

に果敢に

挑む姿が
描かれてい

ます。

バラバラだ
った気持ち

が走る

ことでだ
んだん一

つになり
、

大きな目標
を目指して

いく彼ら

には圧巻
です。読み

始めると

どうか終
わらないで

ーと願い

たくなる感
動の本で

す。

風が強く

吹いてい
る

作者名：三
浦しをん

推薦者

鎌田貴子さ
ん

（霧島中学
校司書）

この一冊で

箱根駅伝が

一味変わる私
の
宝
本
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�

今
月
は
、
滝
の
駅
「
せ
き
の
お
」

の
店
長
を
務
め
る
都
城
市
の
藤
澤
正

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。　

日
本
の
滝
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い

る
関
之
尾
滝
。
そ
の
入
口
に
あ
る
滝

の
駅
「
せ
き
の
お
」
で
観
光
客
の
皆

さ
ん
を
出
迎
え
て
い
る
の
が
、
店
長

の
藤
澤
正
さ
ん
で
す
。

旅
行
会
社
に
勤
務
し
て
い
た
こ
ろ
、

添
乗
員
と
し
て
世
界
中
を
巡
っ
て
い

た
藤
澤
さ
ん
。
そ
の
知
識
と
経
験
を

買
わ
れ
、
滝
の
駅
店
長
を
務
め
る
こ

と
に
な
っ
た
の
が
５
年
前
で
、
こ
れ

ま
で
多
く
の
観
光
客
と
接
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
と
の
触
れ
合
い
に
魅
力
を

感
じ
て
い
ま

す
。「

人
と
同

じ
よ
う
な
こ

と
を
し
て
い

て
も
だ
め
」

と
、
関
之
尾

滝
を
盛
り
上

・�期間＝12月14日（金）
～ 3月上旬

・�時間＝午前９時～午
後５時（毎日営業、週
末・年末年始は時間
外あり）

・�内容＝土・日、祝日、
冬休みには、午前と
午後の２回無料のス
ケート教室もありま
す。道路状況により、
通行止めになる場合
があります。利用時
間、料金などについ
ては、お問い合わせ
ください。

◎ ＝えびの高原荘 ☎0984（33）0161

げ
る
た
め
に
、
数
々
の
特
徴
的
な
イ

ベ
ン
ト
を
手
掛
け
る
藤
澤
さ
ん
。
中

で
も
郷
土
料
理
の
「
が
ね
」
に
着
目

し
た
が
ね
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
作
る
側

も
食
べ
る
側
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
人
気
を
博
し
て
い
て
、
こ
れ

ま
で
に
３
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初

回
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
雨
の
中
で
の
開

催
。「
そ
れ
で
も
傘
を
差
し
て
来
て

く
だ
さ
っ
た
の
が
う
れ
し
か
っ
た
」

と
振
り
返
り
ま
す
。

最
近
で
は
宮
崎
、
鹿
児
島
の
両
県

を
巻
き
込
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
を
試
み
る

中
で
「
大
き
な
物
事
を
進
め
る
に
は

み
ん
な
の
協
力
や
連
携
が
大
切
」
と

実
感
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
関
之
尾
滝
の
魅
力
は
形
の
美
し

さ
。
都
城
市
に
お
越
し
の
際
は
、
関

之
尾
滝
と
滝
の
駅
『
せ
き
の
お
』
に

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
」
と
Ｐ

Ｒ
に
余
念
が
な
い
藤
澤
さ
ん
。
地
域

に
対
し
て
も
、「
観
光
を
通
じ
た
ま

ち
づ
く
り
に
な
れ
ば
」
と
滝
の
よ
う

に
力
強
い
ま
ち
お
こ
し
へ
の
思
い
は

膨
ら
み
続
け
ま
す
。

※�

環
霧
島
圏
域
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。

◎�

問
＝
都
城
市
経
営
戦
略
課
☎
０
９

８
６（
23
）２
１
１
５

環 霧 情 報
目指せ !世界ジオパーク認定

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎両県の５市２町で構成され、
県境を越えて連携し地域活性化を図ります。

環霧島探訪
かんきりしまたんぼう

鹿児島県

宮
崎
県

霧島市

曽於市

都城市

小林市えびの市

高原町

湧水町

霧島山

E
V

E
N

T
S

 
O

F
 

K
A

N
K

I
R

I
S

H
I

M
A

星のさんぽ道イルミネーション えびの高原野外アイススケート場

・�期日＝12月１日（土）～１月７日（月）
・�時間＝午後５時30分～ 10時※雨天時も点灯
・�場所＝湧水町轟地区（湧水町立轟小学校周辺）
・�内容＝今年で16回目の「星のさんぽ道イルミネー
ション」。集落内の道路沿い約1.7㎞に、約13万球
の星が光り輝きます。12月23日（日）午後７時か
らはクリスマスイベントもあります。

◎ ＝事務局（上
う え

段
だ ん

良
りょう

二
じ

） ☎（74）3587

えびの市湧水町

滝の駅「せきのお」の
藤澤正店長

滝の駅「せきのお」＝☎0986（37）3405

【
専
門
職
に
よ
る
相
談
】

◦�

言
語
相
談
（
言
語
聴
覚
士
）

◦�

運
動
発
達
相
談
（
作
業
療
法
士
・
理
学
療

法
士
）

◦�

心
理
相
談
（
心
理
士
）

Q
利
用
料
は
い
く
ら
で
す
か
？

月
１
回
の
発
達
外
来
は
保
険
診
療
で
す
の

で
、
診
察
料
や
診
断
書
発
行
料
を
お
支
払
い

い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
相
談
は
無
料

で
す
。

Q
相
談
は
予
約
制
で
す
か
？

「
発
達
外
来
を
受
け
た
い
」、「
言
葉
の
相

談
を
受
け
た
い
」、「
子
ど
も
の
特
性
を
知
り

た
い
」
と
い
う
相
談
は
そ
の
分
野
の
専
門
職

が
対
応
す
る
た
め
予
約
制
で
す
が
、
ま
ず
は

お
電
話
で
お
子
さ
ん
の
気
に
な
る
様
子
を
お

話
し
く
だ
さ
い
。
平
日
の
午
前
８
時
15
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で
開
所
し
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

◎�

問
＝
こ
ど
も
発
達
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

あ
ゆ
み
☎（
64
）０
９
２
５

■
「
子
ど
も
の
様
子
が
気
に
な
る
…
」

◦�

発
音
が
は
っ
き
り
し
な
い
。

◦�

落
ち
着
き
が
な
く
、
大
け
が
に
つ
な
が
る

危
険
を
感
じ
る
。

◦�

突
然
飛
び
出
し
た
り
、
走
り
出
し
た
り
す

る
。
…
な
ど
。

そ
の
ま
ま
気
付
か
ず
に
対
応
さ
れ
な
い
場

合
や
誤
解
さ
れ
た
ま
ま
の
対
応
が
続
く
と
、

子
ど
も
は
怒
ら
れ
る
ば
か
り
の
日
々
が
続
い

た
り
、
自
信
を
失
っ
て
自
分
の
能
力
を
上
手

に
使
い
こ
な
せ
な
い
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
っ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
子
さ
ん
の

個
性
あ
る
感
性
を
理
解
し
て
伸
ば
し
て
い
く

環
境
づ
く
り
の
た
め
に
「
気
付
き
」
と
「
早

め
の
対
応
や
支
援
」
が
大
切
で
す
。
お
子
さ

ん
の
発
達
に
不
安
を
感
じ
た
と
き
は
霧
島
市

こ
ど
も
発
達
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
あ
ゆ

み
」
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Q
「
あ
ゆ
み
」は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
？

国
分
保
健
セ
ン
タ
ー
（
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
隣
）
に
併
設
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
お

子
さ
ん
の
気
に
な
る
様
子
を
電
話
や
来
所
相

談
で
お
話
し
く
だ
さ
い
。

Q
「
あ
ゆ
み
」の
ス
タ
ッ
フ
は
？

保
健
師
３
人
と
臨
床
心
理
士
１
人
が
常
駐

し
て
い
ま
す
。
嘱
託
医
の
奈
須
康
子
医
師
は

月
１
回
発
達
外
来
日
の
勤
務
で
す
。

Q
ど
の
よ
う
な
相
談
が
あ
り
ま
す
か
？

「
な
か
な
か
言
葉
が
増
え
な
い
」、「
じ
っ

と
し
て
い
ら
れ
な
い
」、「
発
達
が
ゆ
っ
く

り
」
な
ど
、
子
育
て
の
中
で
の
不
安
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
年
齢
も

１
歳
か
ら
高
校
生
ま
で
と
幅
広
い
で
す
。

Q
相
談
後
の
経
過
は
？

お
子
さ
ん
の
様
子
を
お
聞
き
し
た
う
え
で
、

生
活
の
中
で
の
関
わ
り
方
の
提
案
や
必
要
に

応
じ
た
専
門
職
に
よ
る
相
談
、
療
育
機
関
の

利
用
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
専
門

職
の
相
談
は
指
定
日
の
予
約
制
で
す
の
で
、

お
待
ち
い
だ
だ
く
期
間
が
生
じ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

こども発達サポートセンター  あゆみ

清水  智恵

お
子
さ
ん
の
発
達
の
不
安

～
支
援
の
輪
を
広
げ
よ
う
～

発達支援

やさしい健康講座
H E A L T H Y  L E C T U R E

来所・電話相談の割合

1 ～ 3歳
32％

16 ～ 18歳 2％13 ～ 15歳 6％

4 ～ 6歳
31％

7 ～ 9歳
19％

10 ～ 12歳
10％

H24.10月末現在

写真前列左から　清水智恵（保健師）、奈須康子医師（嘱託医）、早渕秀子（保健師）、
後列左から山賀朝子（臨床心理士）、森満紀子（保健師）
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「
兄
の
背
中
を
超
え
た
い
」

幼
い
柔
道
少
年
の
心
に
刻
ま
れ
た
大
き
な
兄

の
背
中
。
そ
れ
は
大
学
生
に
な
っ
た
今
も
竪た

て

山や
ま

将し
ょ
うさ
ん
を
支
え
る
心
の
糧
に
な
っ
て
い
ま
す
。

父
、
兄
、
姉
が
柔
道
を
す
る
家
庭
に
生
ま
れ

た
竪
山
さ
ん
は
、
物
心
つ
い
た
こ
ろ
に
は
柔
道

を
始
め
て
い
ま
し
た
。
父
・
浩こ

う

治じ

さ
ん
の
指
導

は
厳
し
い
も
の
の
、
日
々
の
練
習
は
楽
し
か
っ

た
と
い
い
ま
す
。
そ
ん
な
竪
山
さ
ん
が
小
学
４

年
生
の
と
き
、
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。
中
学
３
年
生
だ
っ
た
兄
・
剛ご

う

さ

ん
が
全
国
大
会
で
優
勝
し
た
の
で
す
。「
そ
れ

ま
で
遊
び
感
覚
で
楽
し
ん
で
い
た
柔
道
で
し
た

が
、
全
国
を
制
し
た
兄
の
姿
を
見
て
、
初
め
て

兄
の
偉
大
さ
と
全
国
を
意
識
し
ま
し
た
」

兄
の
背
中
を
追
う
よ
う
に
練
習
に
励
む
よ
う

に
な
っ
た
竪
山
さ
ん
で
す
が
、
中
学
３
年
生
で

挑
ん
だ
全
国
大
会
は
３
位
。
兄
を
超
え
ら
れ
な

い
結
果
に
、
た
だ
悔
し
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

「
高
校
で
」
と
奮
起
し
て
進
学
し
た
鹿
児
島

情
報
高
校
で
は
、
さ
ら
に
辛
い
日
々
が
待
っ
て

い
ま
し
た
。
最
初
の
県
大
会
で
こ
そ
優
勝
し
た

も
の
の
、
階
級
を
66
㌔
級
か
ら
60
㌔
級
に
下
げ

て
挑
ん
だ
試
合
は
連
敗
続
き
。「
自
分
で
も
全

く
勝
て
る
気
が
し
な
か
っ
た
」
と
当
時
を
振
り

返
り
ま
す
。
半
年
近
く
続
い
た
“
勝
て
な
い
時

期
”
は
、
竪
山
さ
ん
の
柔
道
人
生
で
一
番
の
挫

折
で
あ
り
、
転
機
で
も
あ
り
ま
し
た
。

「
中
学
ま
で
は
部
活
動
の
顧
問
で
も
あ
っ
た

父
の
指
導
に
従
い
練
習
し
て
い
ま
し
た
。
初
め

て
父
の
も
と
を
離
れ
て
の
柔
道
生
活
は
、
自
主

性
を
尊
重
し
て
く
れ
る
指
導
方
法
で
、
初
め
は

自
由
で
あ
る
こ
と
に
対
す
る
戸
惑
い
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
迎
え
た
挫
折
。
も
が
き
苦
し
み

な
が
ら
も
何
と
か
抜
け
出
そ
う
と
必
死
に
考
え

る
日
々
。
今
思
う
と
、
初
め
て
自
分
自
身
で
柔

道
と
向
き
合
っ
た
大
切
な
時
間
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
」

階
級
を
66
㌔
級
に
戻
し
、
高
校
１
年
の
２
月

ご
ろ
か
ら
徐
々
に
調
子
を
あ
げ
て
き
た
竪
山
さ

ん
。「
自
分
に
は
も
っ
と
練
習
が
必
要
だ
」
と

考
え
、
高
校
２
年
に
な
る
と
朝
５
時
過
ぎ
の
電

車
で
通
学
し
、
柔
道
部
の
朝
練
の
前
に
自
主
練

を
続
け
ま
し
た
。
監
督
や
先
輩
か
ら
の
指
導
は

も
ち
ろ
ん
、
対
戦
相
手
の
い
い
と
こ
ろ
を
ま
ね

た
り
、
自
分
の
長
所
・
短
所
を
考
え
た
り
し

て
柔
道
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
て
い
き
ま
し
た
。

「
も
と
も
と
体
が
大
き
く
な
い
の
で
、
パ
ワ
ー

や
リ
ー
チ
で
勝
て
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。
兄

の
ア
ド
バ
イ
ス
で
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、
練
習
に

倒
立
を
加
え
て
い
ま
し
た
。
今
の
自
分
の
武
器

は
、
そ
こ
で
養
わ
れ
た
体
幹
と
バ
ラ
ン
ス
の
良

さ
、
手
首
の
強
さ
で
す
」

そ
し
て
高
校
３
年
で
挑
ん
だ
全
日
本
ジ
ュ
ニ

ア
柔
道
大
会
。
日
本
各
地
か
ら
20
歳
以
下
の
猛も

者さ

が
集
ま
る
こ
の
大
会
で
見
事
優
勝
し
、
初
の

日
本
一
に
輝
き
ま
し
た
。「
本
当
に
う
れ
し
か

っ
た
。
高
校
時
代
、
や
ら
さ
れ
る
柔
道
で
は
な

く
、
自
ら
考
え
、
挑
む
柔
道
が
で
き
た
こ
と
が

良
か
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
初
め
て
兄
に
追

い
つ
け
た
気
が
し
ま
し
た
」。
そ
の
後
も
数
々

の
ジ
ュ
ニ
ア
国
際
大
会
で
優
勝
を
飾
っ
た
竪
山

さ
ん
で
す
が
、
大
学
１
年
生
に
な
っ
た
今
年
、

国
民
体
育
大
会
県
予
選
の
決
勝
戦
で
敗
れ
ま
し

た
。
対
戦
相
手
は
兄
・
剛
さ
ん
で
し
た
。

「
練
習
を
重
ね
、
経
験
を
積
み
、
そ
れ
が
結

果
に
つ
な
が
り
、
あ
る
程
度
の
自
信
を
持
っ
て

い
ま
し
た
が
、
ま
だ
兄
を
超
え
ら
れ
な
い
自
分

が
悔
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
今
の
自
分
が
あ

る
の
は
兄
の
存
在
が
大
き
い
こ
と
も
事
実
。
柔

道
が
で
き
る
環
境
に
育
て
て
く
れ
た
家
族
に
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
一
戦
一
戦
自
分
の
柔

道
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」

そ
う
話
す
竪
山
さ
ん
に
将
来
の
夢
を
尋
ね
る

と
、「
兄
を
超
え
る
こ
と
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

金
メ
ダ
ル
を
取
る
こ
と
」。

兄
の
背
中
を
追
い
か
け
て
い
た
柔
道
少
年
は
、

今
、
兄
と
同
じ
畳
の
上
に
立
ち
、
未
来
を
見
つ

め
て
い
ま
す
。

THE SCENE

霧島に生きる

兄
の
背
中
の
向
こ
う
側
へ

柔
の
道
は
は
て
し
な
く
続
く

竪山将さん（19）
父・兄・姉が柔道をする柔道一家に生まれ、５歳
から柔道を始める。舞鶴中学校卒業後、鹿児島
情報高校に進学し、柔道に明け暮れる毎日を過
ごす。現在鹿屋体育大学１年。昨年９月には全日
本柔道連盟のジュニア強化選手に選ばれ、数々
の国際大会などに出場、好成績を残している。
身長160㎝、階級66㎏級。

Profile

2008. 8（中3）全国中学校柔道大会 ３位

2010. 8（高2）全国高等学校柔道大会（インターハイ） ５位

2011. 8（高3）全国高等学校柔道大会（インターハイ） ３位

2011. 9（高3）全日本ジュニア柔道体重別選手権大会 優勝

2011.11（高3）世界ジュニア柔道選手権大会 優勝

2012. 4（大1）ロシアジュニア国際大会 優勝

2012. 8（大1）ドイツジュニア国際大会 優勝

2012. 9（大1）全日本ジュニア柔道体重別選手権大会 ５位

2012. 9（大1）アジアジュニア・ユース選手権大会 優勝

得
意
の
背
負
投

〈主な戦績〉
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シリーズ❶

女ひ
ひ ひ

男ひ
ひ が認め合い 支え合う 共に輝く

ま
ち

男女共同参画が楽しく学べる
「人権かるた」

絵は隼人工業高等学校の生徒が担当。難し
く思われがちな男女共同参画が楽しく学べ
てしまう「人権かるた」です。
⃝ 料金＝1セット2,500円
問＝�はやと草の根会（岩元）☎（42）3381
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一人ひとりが幸せな社会のために
男女共同参画社会の実現を目指して

今年４月、霧島市男女共同参画推進条例が制定されました。「はやと草の根会」のメンバーは地域を回り
男女共同参画の講習会を開催。こういった小さな積み重ねは性別にかかわりなく一人ひとりが尊重される
社会への重要な過程。霧島市は「一人ひとりが幸せになるために」男女共同参画社会の実現に取り組みます。

男
女
が
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
、

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
そ
の
個
性

と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
霧

島
市
を
目
指
そ
う
と
、
今
年
４
月
、

県
内
で
７
番
目
と
な
る
男
女
共
同

参
画
推
進
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。「

ル
ン
ル
ン
と　

ど
の
人
も

そ
の
人
ら
し
く　

生
き
た
い
な
」

こ
れ
は
男
女
共
同
参
画
を
分
か

り
や
す
く
伝
え
よ
う
と
作
ら
れ
た

「
人
権
か
る
た
」
の
読
み
札
で
す
。

制
作
し
た
の
は
「
は
や
と
草
の
根

会
」
の
女
性
メ
ン
バ
ー
12
人
。

同
会
は
平
成
14
年
に
隼
人
町
が

実
施
し
た
男
女
共
同
参
画
講
師
養

成
講
座
の
修
了
生
で
結
成
。
現
在
、

市
内
各
地
区
自
治
公
民
館
な
ど
に

出
向
き
講
習
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

代
表
の
岩
元
三
枝
子
さ
ん
は

「
今
で
こ
そ
多
く
の
若
者
や
高
齢

者
の
男
女
が
参
加
し
、
和
や
か
な

雰
囲
気
で
講
習
会
を
開
い
て
い
ま

す
が
、
最
初
は
反
発
も
多
く
、
何

度
も
や
め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
た
び
に
仲
間
と
励
ま
し
合
い

学
習
す
る
こ
と
で
続
け
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
今
は
条
例
を
小
学
５
年

生
で
も
わ
か
る
よ
う
に
解
説
す
る

こ
と
が
目
標
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

■

地
域
づ
く
り
や
男
女
共
同
参
画

の
推
進
、
内
閣
府
主
催
の
男
女
共

同
参
画
政
策
研
修
会
を
は
じ
め
、

全
国
で
講
師
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
鹿
児
島
市
の
オ
フ
ィ
ス
ピ
ュ
ア

代
表
の
た
も
つ
ゆ
か
り
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
は
実
質
的
な
男

女
平
等
を
目
指
す
た
め
に
、
90

年
代
か
ら
日
本
政
府
が
採
用
し

た
「
男
女
平
等
社
会
」
の
理
念
で

す
。
こ
の
理
念
に
は
、「
男
女
平

等
」
を
当
然
の
前
提
と
し
た
上
で
、

男
女
が
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
と

能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う

「
個
人
の
尊
重
」
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
意
識
決
定
へ
の
参
加
を

意
味
す
る
「
参
画
」
を
実
質
的
な

平
等
の
た
め
の
手
段
と
し
て
強
調

し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
の
女
性
政

策
は
女
性
ま
た
は
女
性
と
子
ど
も

を
対
象
と
す
る
取
り
組
み
で
し
た

が
、
男
女
共
同
参
画
は
、
性
別
に

か
か
わ
り
な
く
一
人
ひ
と
り
の
個

性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

よ
う
男
女
双
方
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。

実
質
的
な
平
等
と
は
　

国
の
第
３
次
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
は
、
実
質
的
な
男
女
平
等

を
男
女
共
同
参
画
社
会
の
目
指
す

べ
き
姿
と
し
て
示
し
、「
固
定
的

な
性
別
役
割
分
担
意
識
を
な
く
し

た
男
女
平
等
の
社
会
」
と
説
明
し

て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
政
治
や
行
政
の
場
に

お
い
て
は
、
法
制
度
上
の
男
女
平

等
は
実
現
し
て
い
ま
す
が
、
実
際

に
は
、
議
員
の
女
性
も
管
理
職
の

女
性
も
一
向
に
増
え
な
い
の
が
現

状
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
法
制
度
上
の
平

等
が
実
質
的
な
平
等
に
つ
な
が
ら

な
い
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
で
す
。

固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
は
、

「
男
性
は
外
で
働
き
、
女
性
は
家

庭
を
守
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う

こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
考
え
方
で
、

性
別
に
よ
り
役
割
や
立
場
が
振
り

分
け
ら
れ
、
そ
こ
に
性
別
に
よ
る

機
会
の
不
平
等
が
生
じ
、
格
差
や

差
別
が
作
り
だ
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
性
別
に
よ
る
偏
見
、
抑
圧

は
男
女
双
方
に
生
き
づ
ら
さ
ゆ
え

の
傷
み
を
も
た
ら
し
、
特
に
近
年
、

社
会
問
題
化
し
て
い
る
自
死
や
過

労
死
の
問
題
の
中
で
、
男
性
も
切

実
に
揺
ら
い
で
い
ま
す
。

社
会
経
済
情
勢
の

変
化
へ
の
対
応

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
は
、

性
別
に
起
因
す
る
人
権
問
題
の
解

決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
通
し
て

人
権
尊
重
の
深
化
を
図
る
と
と
も

に
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
へ
の

対
応
と
い
う
観
点
か
ら
も
要
請
さ

れ
て
い
ま
す
。

地
域
課
題
が
多
様
化
、
複
雑
化

す
る
一
方
、
そ
れ
を
賄
う
財
源
等

経
営
資
源
は
縮
小
し
て
お
り
、
地

域
の
総
力
を
挙
げ
た
地
域
づ
く
り

が
必
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
性
別

役
割
分
業
シ
ス
テ
ム
は
、「
働
く

こ
と
」
と
「
生
活
す
る
こ
と
」
を

分
断
し
、
特
に
、
働
き
続
け
た
い

と
願
う
女
性
の
経
済
力
へ
の
参
画

を
阻
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
の
人

口
動
態
を
み
れ
ば
、
霧
島
市
の
将

来
に
わ
た
る
自
治
体
経
営
を
見
据

え
る
観
点
か
ら
も
男
女
共
同
参
画

は
重
要
な
課
題
で
す
。

の
び
や
か
な
社
会
へ

霧
島
市
に
も
男
女
共
同
参
画
推

進
条
例
が
制
定
さ
れ
、
こ
の
取
り

組
み
の
新
し
い
視
界
が
拓ひ

ら

か
れ
た

と
期
待
し
て
い
ま
す
。「
市
民
の

責
務
」
が
規
定
さ
れ
、
一
人
ひ
と

り
が
身
近
な
生
活
の
場
で
「
自
分

ら
し
く
あ
り
た
い
」
と
い
う
願
い

を
込
め
て
、
固
定
的
性
別
役
割
分

担
意
識
へ
の
気
付
き
の
窓
を
開
い

て
い
く
確
か
な
取
り
組
み
の
積
み

重
ね
こ
そ
が
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
か
う
大
切
な
過
程
で

す
。い

つ
も
特
定
の
人
、
グ
ル
ー
プ

だ
け
で
物
事
を
決
め
る
の
で
は
な

く
、
多
様
な
人
の
参
画
か
ら
大
き

な
力
が
生
ま
れ
ま
す
。

私
た
ち
大
人
は
、
子
ど
も
た
ち

に
豊
か
な
未
来
を
手
渡
し
て
い
く

責
任
が
あ
り
ま
す
。
霧
島
市
の
全

て
の
子
ど
も
た
ち
が
の
び
や
か
に

生
き
て
い
く
た
め
に
、
男
女
共
同

参
画
の
さ
ら
な
る
推
進
を
。

はやと草の根会
代表

岩元三枝子さん（68）

オフィス ピュア
代表

たもつゆかりさん（60）

地域、職場、家庭のあらゆる分野
において、自分らしく豊かに暮らし
ていくためにはどうすればよいか、
一緒に考えてみませんか。

一人ひとりが輝く霧島市を目指して
～世代をこえて性別をこえて～

⃝ 日時＝１月13日（日）午後２時～４時
⃝ 場所＝国分総合福祉センター (大会

議室)
⃝ 講師＝中嶋 玲子さん（元杷

は

木
き

町長で
九州初の女性町長)

⃝ 受講料＝無料
⃝ 募集人員＝100人
⃝ 申込期限＝１月９日（水）

地域で男女共同参画を推進するために
～一人ひとりが輝く社会・思いやりの心で～

⃝ 日時＝１月27日（日）午後２時～４時
⃝ 場所＝霧島保健福祉センター (神之

湯隣)
⃝ 講師＝髙﨑 恵さん　オフィスピュア

研究員
⃝ 受講料＝無料
⃝ 募集人員＝70人
⃝ 申込期限＝１月23日（水）

※ 申込方法は、電話かメール、ファクス
で。（申込用紙は市ホームページより
取得可能）

※ 託児所あります。事前申し込みが必
要です。（対象：３歳～小学校２年生）

男女共同参
画

セミナーを
開催します

問＝�企画政策課男女共同参画推進グル�
ープ��☎（64）0914、FAX（47）2522、�
メール kikaku@city-kirishima.jp



条
例
改
正
お
よ
び
制
定
に

伴
う
条
例（
案
）へ
の

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性

を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を

図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
次
の

６
つ
の
条
例
の
改
正
お
よ
び
制
定

を
行
う
た
め
、
こ
れ
ら
の
（
案
）

に
対
す
る
ご
意
見
を
、
募
集
し
ま

す
。
ご
意
見
は
、
条
例
の
改
正
、

制
定
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

な
お
、
ご
意
見
に
対
す
る
個
別

の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
改
正
、
制
定
を
行
う
条
例
】

①
霧
島
市
都
市
公
園
条
例
の
改
正

②�

霧
島
市
道
の
構
造
の
技
術
的
基

準
に
関
す
る
条
例
の
制
定

③�

霧
島
市
道
に
設
け
る
道
路
標
識

の
寸
法
を
定
め
る
条
例
の
制
定

④�

霧
島
市
準
用
河
川
管
理
施
設
等

の
構
造
の
技
術
的
基
準
に
関
す

る
条
例
の
制
定

⑤�

霧
島
市
営
住
宅
及
び
共
同
施
設

の
整
備
基
準
に
関
す
る
条
例
の

制
定

⑥�

霧
島
市
公
共
下
水
道
の
構
造
の

技
術
上
の
基
準
等
に
関
す
る
条

例
の
制
定

⃝
�

公
表
（
意
見
受
付
）
期
間
＝
12

月
10
日（
月
）～
１
月
11
日（
金
）

必
着

⃝
�

公
表
方
法
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

情
報
公
開
室
（
国
分
シ
ビ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
４
階
）、担
当
課
（
①

都
市
計
画
課
、
②
～
④
土
木
課
、

⑤
建
築
住
宅
課
、
⑥
下
水
道

課
）、
隼
人
庁
舎
隼
人
地
域
振

興
課
、
各
総
合
支
所
地
域
振
興

課
、
福
山
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
「
コ
ア
・
よ
か
」

⃝
�

提
出
方
法
＝
閲
覧
場
所
に
あ
る

意
見
提
出
用
紙
に
記
入
の
上
、

意
見
投
書
箱
に
提
出
、
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
で
の
提
出
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
入
力
フ
ォ
ー
ム
か

ら
提
出
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は

市
の
重
要
な
政
策
を
形
づ
く
る

過
程
で
、
そ
の
政
策
に
関
す
る
計

画
な
ど
の
案
の
趣
旨
、
内
容
、
そ

の
ほ
か
必
要
な
事
項
を
公
表
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
に
意
見
や
情

報
、
専
門
的
な
知
識
を
求
め
、
提

出
さ
れ
た
意
見
を
考
慮
し
て
意
思

決
定
を
行
う
手
続
き
を
い
い
ま

す
。
市
で
は
、
こ
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
今
後
も
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

◎�

問
＝
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
グ

ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
５
５

相
続
人
代
表
者
の

指
定
に
つ
い
て

固
定
資
産
の
所
有
者
が
亡
く
な

ら
れ
た
場
合
は
、「
相
続
人
代
表

者
指
定
申
告
書
」
の
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

こ
れ
は
遺
産
相
続
が
行
わ
れ
る

ま
で
の
間
、
納
税
の
管
理
者
を
指

定
し
て
い
た
だ
く
届
け
出
で
す
。

早
め
に
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

届
け
出
が
な
い
場
合
は
、
相
続

人
の
う
ち
の
一
人
を
指
定
し
、
納

付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※�

相
続
人
代
表
者
を
変
更
す
る
場

合
は
「
相
続
人
代
表
者
変
更
申

告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
を
さ
れ
て
い
る
方
へ

償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

事
業
を
行
っ
て
い
る
方
は
、
毎

年
１
月
１
日
現
在
の
償
却
資
産
の

状
況
を
、
そ
の
資
産
が
所
在
す
る

市
町
村
へ
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

今
年
度
申
告
さ
れ
た
方
に
は
、

平
成
24
年
度
の
資
産
状
況
を
記
載

し
た
平
成
25
年
度
の
申
告
書
を
送

付
し
ま
す
。
内
容
を
確
認
の
上
、

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

新
規
事
業
者
、
も
し
く
は
初
め

て
申
告
さ
れ
る
方
は
、
税
務
課
に

申
告
書
類
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

霧
島
市
で
は
平
成
24
年
９
月
１

日
か
ら
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ

ム
（eLT

A
X

：
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）

に
よ
る
市
税
の
電
子
申
告
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
詳
細
は
、

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
償
却
資
産
と
は

会
社
や
個
人
で
事
業
を
し
て
い

る
方
が
、
そ
の
事
業
経
営
の
た
め

に
用
い
て
い
る
土
地
・
家
屋
以
外

の
事
業
用
資
産
を
い
い
ま
す
。

■�

税
務
署
へ
の
申
告
と
市
へ
の
申

告
の
違
い

税
務
署
へ
の
申
告
は
「
所
得
税

ま
た
は
法
人
税
」
の
申
告
で
す
。

税
務
署
で
申
告
す
る
減
価
償
却
資

産
は「
減
価
償
却
費
を
必
要
経
費
」

と
し
て
計
上
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
一
方
、
市
へ
の
申
告
は
償
却

資
産
が
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象

と
な
っ
て
い
る
た
め
必
要
と
な
り

ま
す
。
法
律
で
、
税
務
署
と
の
申

告
と
は
別
に
市
へ
の
償
却
資
産
の

申
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
リ
ー
ス
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
に
つ

い
て
は
、
原
則
と
し
て
リ
ー
ス
会

社
が
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
が
、

リ
ー
ス
期
間
終
了
後
に
無
償
譲
渡

の
契
約
が
あ
る
場
合
（
所
有
権
留

保
付
割
賦
販
売
と
し
て
の
リ
ー

ス
）
は
、
原
則
と
し
て
借
主
が
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
�

申
告
書
提
出
期
限
＝
１
月
31
日

（
木
）

⃝
�

提
出
書
類
＝
償
却
資
産
申
告
書

（
明
細
書
を
含
む
）、
リ
ー
ス
資

産
申
告
書

◎�

問
・
＝
税
務
課
固
定
資
産
税

グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
８
８
５

P ublic comment ◎パブリックコメント

◎問＝企画政策課企画政策グループ☎（64）0914

◎�問・ ＝JR肥薩線嘉例川駅・大隅横川駅110周
年記念イベント実行委員会事務局（横川総合支
所地域振興課内）☎（72）0582

海外旅行を計画中の方にうれしい助成制度があります。
パスポート取得助成と海外団体旅行助成で、１人当たり
最大9,500円もお得に。
旅行代金を抑えることはもちろん、旅先でちょっとリッ
チな食事をしたり、ひとつランクが上のホテルに泊まった
り、あなたの旅の可能性が広がります。
　来年３月31日までの制度ですので、お早めにご利用く
ださい。

●パスポート取得促進事業
パスポートを申請し、交付を受ける方に、パスポート取
得経費の一部を助成します。
⃝�対象＝助成金の申請時点で霧島市に住所のある方
⃝�助成額＝１人当たり2,000円
⃝�申請方法＝パスポートの交付を受けてから１か月以内
に、申請書類を市民サービスセンター「コア・よか」（国
分パークプラザ内）へ提出。
●海外団体旅行促進事業
鹿児島国際空港発着の国際定期路線を利用して、研
修・視察や修学旅行のため海外渡航した霧島市民を含む
６人以上の団体・グループに、渡航経費の一部を助成しま
す。
⃝�対象＝鹿児島空港国際線利用促進協議会が行ってい
る「団体ツアー助成事業」により助成を受け、かつ霧島
市に住所がある方を含む団体・グループ、霧島市内の高
等学校。
⃝�助成額

ＪＲ肥薩線嘉例川駅・大隅横川駅110周年記念

九州最古の木造駅舎誕生祭
110年の時

と

空
き

をめぐる
郷
きょう

愁
しゅう

な旅ウオーキング
九州最古の木造駅舎「嘉例川駅」「大隅横川駅」が平
成25年1月15日で開業110周年を迎えることを記念し、嘉
例川駅から大隅横川駅までのウオーキング大会を開催し
ます。昔なつかしい雰囲気を今に残し、共に「国の登録有
形文化財」に指定されている駅。110歳の誕生を祝いな
がら新春の霧島路をにぎやかに歩きませんか。
当日は特産品の販売や振る舞いなどのおもてなしイベ
ント、両駅を巡ると関平鉱泉水と特製「がんばろう霧島
シール」（各駅先着110人）がもらえるスタンプラリーも開
催します。ウオーキングは申し込みが必要ですが、おもて
なしイベントはどなたでも参加できますので、ぜひお越し
ください。

祝　鹿児島国際空港開港40周年

おもてなしイベント
⃝�日時＝１月13日（日）午前９時～午後５時
⃝�場所＝ＪＲ嘉例川駅・大隅横川駅

ウオーキング
⃝�日時＝１月13日（日）午前９時～午後４時
⃝�集合場所＝ＪＲ嘉例川駅
⃝�参加費＝1,100円（記念品、昼食代、保険代を含む）
⃝�募集人員＝110人（先着順）
⃝�参加資格＝小学生以
上（小学生は保護者同
伴）、長距離のウオー
キングが可能な方。
⃝�コース＝ＪＲ嘉例川
駅から霧島温泉駅（昼
食）を経由し、大隅横
川駅までの約17㎞。
⃝�申込期間＝12月10日
（月）から

団体・グループ構成員数と助成額（１団体）
６～９人 25,000円 30人以上 150,000円

10 ～ 19人 50,000円 修学旅行 5,000円×人数
20 ～ 29人 100,000円

【団体ツアー助成事業】

【霧島市海外団体旅行促進事業】

（申請は鹿児島県交通政策課  ☎099（286）2459へ）

団体ツアー助成事業の助成額とは別に

１団体あたり最大2,500円×構成員数
の助成を受けられます。（霧島市民のみ）

１人当たり

最大

気軽に海外
へ出かけよ

う！

便利な助成
制度、終了

間近！

3 31
まで

嘉例川駅

大
隅
横
川
駅
機
銃
掃
射
の
跡

9,500円お得

◎�問・

① 都市計画課都市整備グループ
☎（64）0908  ℻（47）1441

② ③ 土木課道路整備第１・第２グループ
☎（64）0907  ℻（47）1441

④ 土木課河川港湾グループ
☎（64）0907  ℻（47）1441

⑤ 建築住宅課建築グループ
☎（64）0909  ℻（47）1441

⑥ 下水道課工務グループ
☎（46）7778  ℻（47）5930
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市からのお知らせや
募集などの
情報をお届けします。

詳細な情報は掲載されている問い合わせ先に、ご連絡ください。

K i r i s h i m a  I n f o r m a t i o n

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先
※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業

＝提出先

福山市民サービスセンター
⃝ 提出方法＝閲覧場所での提出、郵送・ファクスでの提

出、市ホームページの入力フォームから提出。
・ ＝企画政策課企画政策グループ  ☎（64）0914、

℻（47）2522

市営住宅の入居者募集
国分・隼人地区の市営住宅（11月30日までに入居準備の

できた部屋）の入居者を募集します。希望の方は申し込み
ください。

申し込みは団地ごとに受け付け（１世帯１団地に限る）、
申込多数の場合は抽選となります。
⃝ 申込書の配布・受付期間＝12月10日（月）～ 21日（金）
⃝ 抽選日＝１月９日（水）
※申し込みについては所得制限などの条件があります。
※ 部屋の詳細は市ホームページをご覧になるか、問い合

わせください。
※ 中所得者向けの特定公共賃貸住宅、国分・隼人地区を

除く市営住宅は随時募集しています。希望の方は申し
込みください。
＝ 建築住宅課住宅グループ  ☎（64）0909、各総合

支所産業建設課  ☎（45）5111内線（溝辺6108）（横
川6354）（牧園5522）（霧島5732）（福山6871）

メディアセンター主催講座
203  ／ 60歳から始めるパソコン講座

⃝ 期日＝１月15日（火）、16日（水）
⃝ 時間＝午前９時30分～午後３時30分
⃝ 会場＝メディアセンター
⃝ 受講料／定員＝1,000円／ 20人
⃝ 申込方法＝往復はがきに講座番号、講座名、住所、氏

名、電話番号を記入し郵送。
⃝ 申込締切＝12月25日（火）必着
⃝ 受講決定＝はがきで通知（申込多数の場合は抽選）

・ ＝メディアセンター  ☎（64）0919、
〒899-4394 国分中央三丁目45-1

親子で「お正月料理作り」
「食」を通して親子でさまざまな体験をすることにより、

家庭で健全な食生活を楽しむことを目的として、親子料
理教室を開催します。
⃝ 日時＝12月26日（水）午前９時30分～午後１時30分
⃝ 場所＝国分公民館２階調理実習室
⃝ 対象＝５～６歳児（年長児）とその保護者
⃝ 参加費＝無料
⃝ 持参するもの＝エプロン、三角きん、上履き、飲み物。
⃝ 定員＝親子16組
⃝ 申込方法＝12月10日（月）午前９時から電話で（先着順）
※預かり保育あります。
＝健康増進課健康増進グループ  ☎（64）0905

ステキにシェイプアップ教室
自分で無理なくできる「コンチネンス体操（骨盤底筋体

操）」と「おいしく楽しくやせる栄養の話」で、心も体もすっ
きりシェイプアップしましょう。（託児はありません）

⃝ 時間＝午前９時～ 11時30分
⃝ 場所＝すこやか保健センター
⃝ 対象＝40歳以上の女性で特に運動制限などがない方
（妊娠中の方はご遠慮ください）

⃝ 募集人員＝先着20人（申込多数の場合は、初めて申し
込まれた方を優先）

⃝ 申込期間＝12月17日（月）から
＝すこやか保健センター  ☎（42）1178

緑化推進事業を行う団体を募集します
多くの方にご協力いただきました緑の募金は、平成

23年７月から平成24年６月までの１年間に市全体で、
3,862,532円が集まりました。ありがとうございました。

この募金を利用して市内で緑化活動を行っており、緑
化推進活動を行う市民団体などに補助金を交付していま
す。希望される団体は、問い合わせください。
＝ みどり推進協議会事務局（林務水産課内）☎（64）

0938

サンあもり自主講座

※定員になり次第締め切ります。
⃝ 申込方法＝直接または電話で。

・ ＝サンあもり  ☎（43）3373

お知らせ
「コア・よか」年末年始休業のお知らせ

市民サービスセンター「コア・よか」は、12月29日（土）か
ら１月３日（木）までの間は休業となります。年末年始以外
は、土日・祝日も毎日開所していますので、お気軽にご利
用ください。
⃝ パスポート窓口取扱時間＝午前10時～午後４時30分
⃝ 納税・証明など取扱時間＝午前10時～午後７時
＝市民サービスセンター  ☎（46）1337

新春市民のつどい
新しい年のスタートを共に祝い、初日をよう拝しましょう。

（雨天中止）
⃝ 日時＝１月１日（火）午前６時55分～７時40分
⃝ 場所＝城山公園（国分）
⃝ 内容＝太鼓演奏、小・中学生による一言リレー発表、初

日のよう拝など。
＝総務課市民運動推進室  ☎（45）5111（内線1145）

「頑張ったみんなに拍手」の情報募集中
霧島市ホームペー

ジ「頑張ったみんな
に拍手」に掲載す
る情報を募集して
います。このページ
は、スポーツ・文化な
どの大会で、優秀な
成績を収めた方々を
紹介するページです。
同ページ内の募集
要領をご覧のうえ、「投稿フォーム」から情報をお寄せくだ
さい。
＝秘書広報課広報広聴グループ  ☎（64）0955

受けよう、がん検診
国民の約３人に１人が「がん」で亡くなっており、本市の

死因の第１位も「がん」です。「がん」は早期発見、早期治
療が肝心です。症状がなくても年に１回は「がん検診」を
受診しましょう。

今年度登録している方には、検診日の約１か月前に受

診票を送付しますが、登録していない方でも、受診は可
能です。

日程については、全世帯に配付している健康カレンダー
か市ホームページをご覧ください。
＝健康増進課健康増進グループ  ☎（64）0905

製造事業所の皆さまへ
工業統計調査にご協力ください

平成24年工業統計調査が、12月31日現在で実施され
ます。「調査員証」を携行した調査員が12月中旬から調査
票をお届けしますので、「工業統計調査のお願い」をご覧
の上、ご記入ください。
＝情報政策課統計グループ  ☎（64）0933

農業委員会委員選挙人名簿
登載申請書を提出してください

毎年10㌃以上の農地を耕作している世帯へ、選挙管理
委員会から農業委員会選挙人名簿登載申請書を12月21日
ごろに郵送します。平成25年１月１日現在で必要事項を記
入し押印の上、同封の返信用封筒で１月10日（木）までに
農業委員会へ郵送してください（切手不要）。
＝農業委員会事務局  ☎（64）0929

緑の募金カレンダーバザー展
全国の企業・団体から寄贈されたカレンダーのバザーを

行います。売上金は全て「緑の募金」として霧島市みどり
推進協議会に寄付します。
⃝ 日時＝12月22日（土）、23日（日）午前10時～午後５時
⃝ 場所＝マックスバリュ国分店

＝（公財）かごしまみどりの基金  ☎099（225）1426

募　集
第一次霧島市総合計画後期基本
計画（案）に対するご意見を募集

市では、平成20年３月に、新しいまちづくりの指針とな
る「第一次霧島市総合計画」を策定し、これに基づく「前
期基本計画」の下、暮らしやすいまちづくりの実現に向け
て取り組んできました。
「前期基本計画」の計画期間が平成24年度で満了する

ため、現在、平成25年度から５年間を計画期間とする「後
期基本計画」を策定中です。

この計画の素案に対するご意見を募集し、計画策定の
参考とさせていただきます。
※ご意見に対する個別の回答はしません。
⃝ 公表（意見受付）期間＝12月11日（火）～１月10日（木）

必着
⃝ 公表方法＝市ホームページ、情報公開室（国分シビッ

クセンター４階）、企画政策課、隼人地域振興課、各総
合支所地域振興課、市民サービスセンター「コア・よか」、

期　日 内　　　　　　容

1/30（水） 初めてのコンチネンス体操（骨盤底筋体操）
リラックスストレッチで心と体のバランスチェック

2/13（水）
栄養の話①『お菓子と飲み物の甘いワナ』
ソフトジムボール・エクササイズで首・肩こり解消。二
の腕・わき肉シェイプアップ。

2/27（水）
栄養の話②『カラフルな食事と毎日野菜が元気の秘訣』
ウエスト・骨盤ストレッチでお腹スッキリ。プチ・アロ
マ活用術で心も軽く。

3/13（水）
栄養の話③『油を上手においしく使うコツ』
「ながらエクササイズ」で足のむくみスッキリ。ヒップアッ
プ。

3/27（水） コンチネンス体操総集編

講  座  名 日　　時 開講日 定 員 受講料

骨盤
エクササイズ

1～ 3月（毎週月曜）
9：30 ～10：30（全８回） 1/ 7（月） 30人 3,200円

らくらく骨盤
エクササイズ
（初心者向け）

1～ 3月（毎週月曜）
10：50 ～11：50（全８回） 1/ 7（月） 30人 3,200円

ハタヨガ
～初級クラス～

1～ 3月（毎週火曜）
19：00 ～ 20：10（全10回） 1/ 8（火） 21人 4,000円

もっときれいに
スローフロー

ヨガ

1～ 3月（毎週水曜）
19：00 ～ 20：30（全10回） 1/ 9（水） 21人 4,000円

太極拳 1～ 3月（毎週金曜）
14：00 ～15：30（全10回） 1/11（金） 20人 4,000円
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●

涙
が
で
る
ほ
ど
の
感
動
を
味
わ

え
る
ま
で
に
は
相
当
の
練
習
を
積

ん
だ
の
で
す
ね
。
お
め
で
と
う
。

今
年
、
家
を
建
て
家
庭
菜
園

を
始
め
ま
し
た
。
今
ま
で

は
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
み
、
土

に
触
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
苗
を
植
え
実

が
な
る
と
う
れ
し
く
て
、
夫
婦
で

野
菜
作
り
に
は
ま
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
特
に
夫
は
熱
心
で
夜
仕
事

か
ら
帰
っ
て
き
て
も
懐
中
電
灯
を

持
ち
、菜
園
を「
芽
が
出
た
？
育
っ

て
い
る
か
な
あ
？
」と
ま
る
で「
さ

る
か
に
合
戦
」
の
よ
う
に
見
て

回
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
姿
を
見

る
と
、
こ
の
穏
や
か
な
地
に
家
を

構
え
る
こ
と
が
で
き
、
穏
や
か
な

生
活
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
夫

に
感
謝
し
て
い
る
日
々
で
す
。

畑
は
近
所
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

貸
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。「
自

分
は
も
う
作
れ
な
い
か
ら
、
あ
な

た
た
ち
に
植
え
て
も
ら
っ
て
あ
り

が
た
い
」
と
。
そ
こ
で
、
お
年
寄

り
に
代
わ
っ
て
若
い
人
が
菜
園
な

ど
を
す
る
活
動
も
あ
っ
た
ら
人
と

の
つ
な
が
り
が
で
き
、
ま
ち
お
こ

し
に
な
る
の
で
は
と
希
望
し
ま
す
。

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。（
ベ
ル
ガ

モ
ッ
ト
37
歳
女
性
）

●

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
霧
島
自
然
菜
園
倶

楽
部
（
☎
46
－
６
３
４
４
）
で
は

市
内
５
か
所
で
市
民
農
園
を
運
営

し
て
い
ま
す
よ
。

11
月
号
の
「
霧
島
市
の
財

政
事
情
」
じ
っ
く
り
と

拝
読
し
ま
し
た
。
わ
が
家
の
家
計

管
理
と
い
え
ば
、
結
婚
し
て
14
年
、

さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
家
計
簿
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
も
の
の
長
続
き

せ
ず
挫
折
の
連
続
…
。

ざ
る
勘
定
の
ま
ま
で
は
い
け
な

い
と
今
春
家
計
簿
サ
ー
ク
ル
に
入

り
、
家
計
管
理
の
不
安
を
わ
か
ち

あ
え
る
仲
間
に
も
恵
ま
れ
、
毎
月

の
収
支
を
出
す
こ
と
に
や
り
が
い

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。決
算
状
況
ま
と
め
の
一
文「
身

の
丈
に
あ
っ
た
健
全
な
財
政
運
営

に
努
め
て
い
き
ま
す
」
わ
が
家
の

家
計
に
も
共
通
す
る
な
と
う
な
ず

く
思
い
で
し
た
。（
10
万
馬
力
！

38
歳
女
性
）

●

家
計
簿
サ
ー
ク
ル
で
す
か
。
な

ん
だ
か
貯
金
が
増
え
そ
う
で
す
ね
。

私
も
貯
金
が
貯
ま
る
本
を
買
い
ま

す
が
、
出
費
が
増
え
る
だ
け
で
す
。

５
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
全

国
和
牛
能
力
共
進
会
で
わ

が
町
の
牛
３
頭
が
日
本
一
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
う
れ
し
く
て
歓

迎
セ
レ
モ
ニ
ー
に
走
っ
て
行
き
ま

し
た
。
予
定
の
時
間
に
な
っ
て
も

な
か
な
か
牛
が
帰
っ
て
来
ま
せ
ん
。

「
長
崎
か
ら
車
で
帰
っ
て
来
る
ん

だ
か
ら
大
変
だ
よ
ね
」
と
口
々
に

言
っ
て
い
る
と
30
分
以
上
待
っ
た

で
し
ょ
う
か
。

車
の
上
の
牛
さ
ん
を
見
る
と
こ

み
あ
げ
て
く
る
も
の
が
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。
良
か
っ
た
ご
苦
労
さ
ま
、

本
当
に
皆
さ
ん
大
変
だ
っ
た
で

し
ょ
う
ね
。
立
派
な
牛
さ
ん
が
帰

る
時
、そ
っ
と
牛
さ
ん
の
背
中
を
触

ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
感
動
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
大
切
に
育
て
て
く
だ
さ

い
。（
エ
プ
ロ
ン
母
さ
ん
67
歳
女
性
）

●

全
国
か
ら
４
８
０
頭
の
牛
が
集

ま
っ
た
共
進
会
。
ま
さ
に
和
牛
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
す
。

こ
の
他
に
25
通
の
は
が
き
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
文
章
は
添
削
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

P O S T  C A R D

4934998
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

霧島市役所
秘書広報課  行

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

（No.156/2012.12）

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

電話（　　　　　　）　　　　－

お便りをくださった方の中から日
当山の温泉水を５人の方にプレゼ
ント。応募締め切りは12月20日
（木）当日消印有効です。当選の
発表は、商品の発送を持ってかえ
させていただきます。

この広報誌を読んだ感想や今後取り上げ
てほしい記事、霧島市への思い、あなた
の周りであった身近な出来事や話題など、
何でも好きなことを書いてください。

おたより
待ってます

Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声

c
o

m
m

u
n

i
t

y

岐
阜
国
体
馬
術
六
段
障
害
飛ひ

越え
つ

で
優
勝
さ
れ
た
村
岡
さ

ん
と
フ
レ
ー
ゲ
ル
Ｚ
、
本
当
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
が
住

ん
で
い
る
所
は
霧
島
高
原
乗
馬
ク

ラ
ブ
の
近
く
で
す
。
そ
う
い
う
環

境
に
身
を
置
い
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
こ
の
夏
か
ら
息
子
が
乗
馬
を

始
め
ま
し
た
。
偉
大
な
先
輩
方
か

ら
乗
馬
練
習
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

馬
の
お
世
話
の
仕
方
や
礼
儀
作
法

に
至
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

教
わ
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
乗
馬
ク
ラ
ブ
に
通
い
始
め

て
間
も
な
い
で
す
が
、「
８
年
後
、

鹿
児
島
で
開
催
さ
れ
る
国
体
で
優

勝
し
た
い
…
」
と
大
き
な
夢
を
抱

い
て
い
る
息
子
を
私
た
ち
も
全
力

で
応
援
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
豆
太
郎
40
歳
女
性
）

●

乗
馬
と
い
う
と
な
ん
だ
か
避
暑

地
で
優
雅
と
い
う
感
じ
で
す
が
、

霧
島
市
で
も
で
き
る
ん
で
す
よ
ね
。

目
指
せ
国
体
優
勝
。

休
日
の
予
定
が
な
い
時
は
図

書
館
を
利
用
し
ま
す
。
気

に
な
る
本
、
読
み
た
い
本
は
図
書

館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
、
予

約
を
し
て
い
ま
す
。「
な
い
か
も

し
れ
な
い
な
あ
」
と
思
う
本
が
見

つ
か
っ
た
り
す
る
と
う
れ
し
く
な

り
ま
す
。
自
宅
に
居
な
が
ら
本
が

探
せ
る
の
は
本
当
に
あ
り
が
た
い

で
す
。（
も
ふ
太
郎
35
歳
女
性
）

●

霧
島
市
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
貸
し
出
し
や
予
約

の
多
い
本
の
リ
ス
ト
、
お
勧
め
の

本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

就
職
試
験
が
始
ま
り
、
も
う

３
か
月
た
ち
ま
し
た
。
就

職
難
の
影
響
で
な
か
な
か
内
定
が

も
ら
え
ま
せ
ん
。
そ
う
こ
う
し
て

い
る
う
ち
に
文
化
祭
も
先
日
終
わ

り
、
学
校
の
行
事
も
ク
ラ
ス
マ
ッ

チ
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

３
年
間
過
ご
し
た
校
舎
と
も
友

人
と
も
お
別
れ
が
近
く
な
り
、
毎

日
友
人
と
休
み
時
間
に
「
次
の
ク

ラ
ス
会
い
つ
す
る
？
」
の
話
で
盛

り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
永
遠
に
高

校
生
で
い
ら
れ
た
ら
…
と
思
い
ま

す
が
、
時
は
過
ぎ
て
い
く
も
の
で

す
ね
。
一
人
前
の
大
人
に
な
れ
る

よ
う
に
、
進
路
が
決
ま
り
ま
せ
ん

が
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
頑
張
り
ま
す
。

（
Ｓ
Ｋ
Ｙ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
18
歳
女
性
）

●

高
校
生
活
最
後
の
年
。
悔
い
の

な
い
、
思
い
出
い
っ
ぱ
い
の
毎
日

を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
と
の
鬼
ご
っ
こ
。
５

分
も
走
っ
て
い
ら
れ
ず
リ

タ
イ
ア
。
体
力
の
衰
え
を
感
じ
、

マ
ラ
ソ
ン
を
始
め
ま
し
た
が
３
日

目
で
膝
の
痛
み
、
膝
を
曲
げ
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
病
院
へ
。「
ま

ず
は
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
」

と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ト

ホ
ホ
ホ
。（
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら

マ
マ
32
歳
女
性
）●

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
寒
く
な
り

の
で
準
備
運
動
は
大
切
で
す
。
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
で
も
油
断
大
敵
。
３

日
坊
主
で
終
わ
り
ま
せ
ん
よ
う
に
。

市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
胃
検
診

エ
コ
ー
を
夫
共
々
受
け
に

行
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
自
分

の
順
番
が
く
る
ま
で
時
間
が
か
か

り
、
暇
を
持
て
余
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
は
そ
の
間
、
運
動
を
指

導
し
て
く
だ
さ
る
方
が
軽
い
ス
ト

レ
ッ
チ
や
ゲ
ー
ム
を
取
り
入
れ
た

体
操
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

１
時
間
余
り
の
待
ち
時
間
も
苦
に

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
少
し
肌
寒

い
朝
で
し
た
が
、
体
も
心
も
ホ
カ

ホ
カ
と
て
も
い
い
時
間
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ス

ト
レ
ッ
チ
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
は
な
マ
マ
58
歳
女
性
）

●

日
ご
ろ
か
ら
の
ケ
ア
が
大
事
で

す
。
夫
婦
そ
ろ
っ
て
い
つ
ま
で
も

健
康
が
一
番
で
す
。

10
月
、
霧
島
市
陸
上
記
録

会
が
あ
り
ま
し
た
。
私

は
「
６
年
女
子
１
０
０
ｍ
走
」
の

学
校
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

去
年
、
練
習
の
成
果
を
発
揮
で
き

ず
、
悔
し
く
て
涙
を
流
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。「
今
年
こ
そ
は
泣
か

な
い
ぞ
」
と
走
り
ま
し
た
。
結
果

は
市
で
６
位
。
う
れ
し
く
て
涙
が

出
ま
し
た
。
ま
さ
か
、
う
れ
し
く

て
泣
く
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

来
年
は
中
学
生
。
運
動
部
に
入
り

も
っ
と
鍛
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
リ
ン
ジ
ィ
12
歳
女
性
）

大坪優子さん（溝辺）
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〈随ずいそう想〉

日
本
一の
お
茶
が
育
む
も
の

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

お
茶
農
家
や
関
係
者
の
皆
さ

ま
の
継
続
し
た
努
力
に
よ
り
、

全
国
お
茶
ま
つ
り
大
会
で
霧
島

茶
が
３
年
連
続
の
産
地
賞
と
２

年
連
続
の
農
林
水
産
大
臣
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
名
実
と
も
に

日
本
一
の
お
茶
の
産
地
の
証
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
お
茶

を
活
用
し
た
新
し
い
特
産
品
づ

く
り
に
高
校
生
た
ち
が
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

国
分
中
央
高
校
で
は
菓
子

「
ち
ゃ
～
ま
る
」
に
引
き
続
き

「
ち
ゃ
～
ど
ら
」
を
開
発
。
国

分
高
校
で
は
学
校
創
立
百
周
年

を
記
念
し
て
「
み
ど
り
か
お
る

茶
か
る
か
ん
」、
霧
島
高
校
で

は「
ホ
ッ
と
一
息
霧
島
茶
パ
ン
」

を
開
発
。
そ
れ
ぞ
れ
霧
島
茶
の

歴
史
や
特
徴
な
ど
を
学
び
な
が

ら
、
コ
ン
ビ
ニ
や
市
菓
子
組
合
、

市
茶
業
振
興
会
、
市
商
工
会
な

ど
の
皆
さ
ま
の
支
援
を
い
た
だ

き
商
品
化
さ
れ
ま
し
た
。
霧
島

高
校
の
茶
パ
ン
は
全
校
生
徒
と

先
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

パ
ン
作
り
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
デ

ザ
イ
ン
決
め
な
ど
に
統
計
学
を

活
用
し
て
商
品
開
発
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
取
り
組
み
を
ま
と

め
た
グ
ラ
フ
が
第
60
回
統
計
グ

ラ
フ
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
一
位

と
な
る
特
選
を
受
賞
し
ま
し
た
。

日
本
一
の
お
茶
は
、
日
本
一
の

高
校
生
を
育
ん
で
い
ま
す
。

◎人口／128,254人（±0）
男性／ 61,674人（－18）
女性／ 66,580人（＋18）
出生112人／死亡132人
転入385人／転出363人
◎世帯数／58,878世帯（＋17）

（平成24年11月１日現在）

E
D

IT
O

R
'S

隼人と牧園の境にある新川渓谷。川沿
いにはたくさんのモミジなどがあり、秋
には大勢の紅葉狩り客でにぎわいま
す。特に今年は新川渓谷遊歩道が完
成。この日も多くの人が訪れ、写真に
収めるなどにぎわっていました。写真は
赤や黄色に色づくモミジを撮影。木の
下から見上げると、太陽の光が差し込
み、木の枝とモミジのグラデーションが
１枚の絵画のように美しく見えました。

秋本番（新川渓谷）
11月18日　午前11時１分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ18〜55㎜　F2.8
1/250　F7.1　ISO200

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955までご連絡ください。

柔道世界ジュニアチャンピオンの竪山さんに取材の日。勝手ながら
強面を想像し、普段より熱心に柔道の勉強をして臨む。迎えてく

れた彼は澄んだ目をした爽やかな青年でした。畳の上での真剣な表情と
話すときの穏やかな顔。ファンになりました。五輪目指して頑張って（う）

高校２年の娘のソフトボール大会を見に行った。高校生になってか
ら始めたソフトボール。去年１年生の時の試合では 54対０の惨

敗。朝早くから夜遅くまで勉強もせずに練習。なんと去年の優勝チーム
に２対２の引き分け。思わず涙が出そうになった。娘よ勉強も頑張れ（た）

少年野球チームが表敬訪問。市長が将来の夢を尋ねると「プロ野
球選手」「メジャーリーガー」「市長」…。大きな夢を元気よく発表。

自分が夢を聞かれて人前で発表できるだろうか。夢を持つって大切です
ね。何の迷いもない子どもたちの表情に、改めて気付かされました（み）

先日、霧島市誕生記念登山大会に参加し、韓国岳に登った。抜け
るような青空を眺めながら、すれ違う山ガールや夫婦などとあい

さつを交わし、とても気持ちのいいものだった。よそ見ばかりしていたせ
いか、木の幹に額をぶつけ、大きなたんこぶ。めげずにまた登ろう（は）

霧島市携帯サイト

携帯電話からも、霧島市の情報をご
覧いただけます。パソコンをお持ちで
ないかたも、インターネット接続可能
な携帯電話を利用して、霧島市ホーム
ページの情報の一部を検索できます。

今月の表紙

の
経
験
が
少
し
だ
け
あ
っ
た
の
で
、

参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ

の
団
体
が「
き
り
し
ま
創
造
舞
台
」

で
す
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
携
わ
る

方
々
は
、
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
お

じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
世
代

ま
で
幅
広
い
層
の
方
々
が
真
剣
に

熱
く
取
り
組
ん
で
い
て
、
私
は
果

た
し
て
こ
こ
ま
で
で
き
る
だ
ろ
う

か
と
不
安
も
覚
え
ま
し
た
。
し
か

し
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
演
技
す
る

中
で
私
自
身
も
熱
く
な
る
こ
と
に

気
付
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
霧
島

が
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
を
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で

気
付
か
な
か
っ
た
霧
島
の
魅
力
に

ふ
れ
た
り
、
改
め
て
そ
の
良
さ
を

実
感
し
た
り
と
、
い
つ
の
間
に
か

霧
島
市
が
大
好
き
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

私
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
霧

島
市
に
関
わ
っ
た
活
動
を
行
う
な

ど
、
何
か
き
っ
か
け
が
な
け
れ
ば

霧
島
市
が
素
晴
ら
し
い
所
だ
と
強

く
思
う
こ
と
は
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
諦
め
る

わ
け
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
よ
う

に
霧
島
市
の
良
さ
を
ど
ん
ど
ん
伝

え
、
盛
り
上
げ
よ
う
と
思
う
仲
間

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
た

ら
と
思
い
ま
す
。
こ
の
海
と
山
の

素
晴
ら
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
美

し
い
場
所
が
、
霧
島
市
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
故ふ

る

郷さ
と

を
こ
れ

か
ら
も
大
切
に
守
り
、
次
の
世
代

に
つ
な
げ
て
い
く
の
は
私
た
ち
の

役
目
だ
と
思
い
ま
す
。
き
り
し
ま

創
造
舞
台
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
大
き

く
成
長
す
る
団
体
で
す
の
で
、
た

Profile
もり  こうへい（27）
霧島市国分出身。鹿児島国際大学
児童学科卒業後、国分幼稚園に就
職。その後、きりしま創造舞台での
ミュージカル活動に参加し、役者と
してミュージカル公演やさまざまな
イベントを通して霧島市の素晴らし
さを伝えるための活動に励む。現在、
きりしま創造舞台では来年８月の大
隅国建国1300年を記念したミュー
ジカル制作に取り組んでいる。

未来を担う霧島の子どもたち
◎森  晃平

「
こ
う
へ
い
先
生
さ
よ
う
な
ら
」、

「
ま
た
明
日
遊
ぼ
う
ね
」
と
元
気

よ
く
降
園
す
る
子
ど
も
た
ち
。
私

は
元
気
い
っ
ぱ
い
に
た
く
さ
ん
の

事
を
学
び
、
成
長
す
る
子
ど
も
た

ち
が
大
好
き
で
す
。
そ
し
て
そ
の

気
持
ち
に
負
け
な
い
く
ら
い
自
分

の
住
む
こ
の
霧
島
市
が
好
き
で
す
。

保
育
士
の
私
は
、
子
ど
も
た
ち
が

未
来
の
霧
島
市
を
担
う
と
思
う
と
、

た
く
さ
ん
の
事
を
伝
え
た
く
な
り
、

毎
日
が
感
動
の
連
続
で
す
。
私
が

霧
島
市
を
好
き
に
な
り
、
大
好
き

な
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
、

も
っ
と
素
晴
ら
し
い
所
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の

は
あ
る
団
体
に
参
加
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
。

私
は
姉
が
保
育
士
を
目
指
し
て

い
た
影
響
で
高
校
を
卒
業
後
、
鹿

児
島
国
際
大
学
児
童
学
科
で
保
育

を
学
び
、
保
育
士
を
２
年
経
験
し

た
後
に
国
分
幼
稚
園
で
年
長
組
の

担
任
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
と
毎
日

楽
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
あ
る
先
生
に
「
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
を
や
っ
て
み
な
い
？
」
と
誘

わ
れ
、
ダ
ン
ス
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

く
さ
ん
の
感
動
を
生
み
だ
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も

仲
間
を
集
め
て
活
動
し
て
い
き
た

い
で
す
。

私
が
担
任
を
し
て
い
る
ク
ラ
ス

の
子
ど
も
た
ち
も
い
つ
か
は
大
き

く
成
長
し
て
い
く
と
思
う
と
す
ご

く
楽
し
み
で
す
。
霧
島
の
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
私
は
こ
れ

か
ら
も
霧
島
の
素
晴
ら
し
さ
や
仲

間
の
素
晴
ら
し
さ
、
感
動
の
素
晴

ら
し
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
園
児
と
遊
ぶ

12PRESENTS

お便りをくださった方の中から

日当山の温泉水は毎日飲む水としてはもちろん、いろいろな料理で深い味わいを引き出
します。さらに美と健康のミネラルともいわれるシリカ（二酸化ケイ素）が1ℓに114mgも含
まれています。日当山の温泉水で元気でいつまでも若 し々い毎日をお送りください。
特典付きの定期購入もあります。市内無料配達。本格焼酎「千の華」も同時発売中
◎ ＝千石温泉  ☎（44）７１８８

「日当山の温泉水」を
プレゼントします
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